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はじめに

この報告杏は、佐賀県内で実施されるJ塁林業基盤整備事業、筑後川堤11/i改良事業、

九州新幹線建設事業、その他国・県所管の公共事業の施工に先立ち実施した、埋蔵

文化財の確認調査の結果をまとめたものです。

本県には埋蔵文化財が多数存在しており、県教育委員会では、これらの店頂な文

化財の保護と開発との調整を円滑に進めるために、協議があった開発予定地につい

て現地踏査を実施し、迫跡の存在が予測される等埋蔵文化財の有無・性格等を調査

する必要があるものについては試掘 ・確認調査を実施し、追跡の内容把握に努め、

これをもとに文化財の保護を進めています。

今回、此林業基盤整備事業、筑後川堤防改良事業、その他国 ・県所管の公共事業

の施工地区について文化財確認濶査を行った結果、縄文時代から近世・近代にわた

る各時代の追跡が確認されました。

本宙が、文化財を県民の共有財産として大切に保存していく ための資料となれぱ

幸いです。

この調査にあたって、文化庁、九州此政局、日本鉄道建設公団九州新幹線建設局、

国土交通省九州地方建設局をはじめとする 国 ・県各事業の関係機関、各市町村教育

委員会 ・此林等担当課、並びに地元関係各位の深い御理解と御協力をいただき、心

からお礼申し上げます。

平成16年3月31日

佐賀県教育委員会

教育長 吉野 健 二



例 言
I. 本行は国庫補助金（県内遺跡発祉調査事業）を受け、平成14

年度に実施した佐釘県此林業基盤整備事業、 r.~栖市内を通過す

る九州新幹線鹿児島ルート建設事業、 /II副町三頂津地区に計画

されている筑後Ill堤防改良耶業、その他国 ・l¥!所管の公共!J'菜

に伴う文化財確認潤査等に関する躙査結果報告害である。

2. 潤在は市町村教n委且会の協力を得て、佐＂限教 g委貝会が

行った。

3. トレンチ（試掘JJt)位li'l図作成、辺構の実測、写“船影は調

査且が行った。また、空中写其撮影作業については委託により

実施した。

4. 辺物の整埋 ・ 製図 ・ 報告~I作成作菜は、佐沢1\1文化諜（神埼

八子~fl務所）で行った。

・辺物・図面整理・・・・・・・・・・・・・・..田中ハルミ ・上瀧光子

・製図・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・ ・・・三好文子

5. 本内にJ1!いた方位は、原則として座探北とし．磁北を用いた

場合はその旨を記した。

6. 挿図中、小トレンチを□■で表記したもののうち■は辺構 ・

遺物が確認された トレンチ、口は迫構 ・遺物が確認されなかっ

たトレンチを示す。ただし｀遺物の出土が表土崩からのみであ

った場合は口で表す。トレンチの形状を実測したものについて

は．トレンチの調査内容については本文に記すとおりである。

7. 本行の内谷は潤査貝から提出された調査結果報告をもとに編

集者がとりまとめた。その際、報告等の原稿のうち、r土塙」や

「・ ・・・跡Jの表記等については統一を固る必要性等から一部表現

を変えたところがある。これらの文ffは編集者に帰す。

8. 本苔の執策は各調査に係る部分については、各項目の最初に

記す調在担当者が行い、それ以外のもの及び編集l;t(1Jt,1'JtlJ久が

行った。
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I . 調査に至る経過

1 . 農林業墨盤整備事業等に係る文化財確認調査

(1) 農林藁墨盤整饂●藁等に係る協II

店林業基盤整偏事業については、昭和53年4月 （昭和59年4月 1日一部改正）に1;11:i林部と臥教百委n会

が交わした「農業基盤整阻IS業に係る埋蔵文化財の保護に関する確認事項」に基づき、翌年度工事予定地区に

関し文化財確認潤代の有焦亨について協謁を実施している。平成15年度農林業基盤整備事業については、平成

14年7月5日付け教委文第425号でi:,林事業担当課あて事業照会を行い、これに対する事業協譲を受けて、OO

係市町村教rJ委U会と協力して検討を行った。 施工主体は、県腹林部 ・ !~村店地整伽屈所管の県営、市町村所

行の団体営事業等に区分される。また、九州は政局筑後川下流股菜水J1J事務所所管の筑後川下流川水>Jr菜に伴

う協議（大和町・神埼町・小城町 ，三日月町）、同局筑後川下流白石平野閃業水利事業所所行の筑後Ill下滋白石

平野腹業水利事業に伴う協蹟（牛汁！町）、佐代中部戊地防災事栗所所行の只業用水ll!I係,,,業に伴う協議（佐鉗

市・大和町・ 三1:1月町・牛II!町・芦刈町）もなされた。

これらの検討．躙整の結果．施工予定地区のうち、予備濱査 （分布・試掘・確認調査）が必嬰となった地区

は、佐釘東部地区 (.C,}栖市 ・中1原町・北茂安町 ・上峠If・神埼町・東行振村 ・脊扱村 ・三瀬村）25.24ha、佐

沢西部地区（佐買iii・多久rli・東与四町・大和町・窪士町・小城町・ 三E1月町 ・牛ill町・戸刈町） 59.43ha、

佐買南部地区（武雄市・艇島市・山内町・北方町・福＂町・白石町 ・有明町 ・太良町・ 塩田町 ・婚野町）

32.65ha、佐R北部地区（伊万里市・有川町・西有川町・浜五町・七111村・厳木町・相知町） 15.BOha、佐双

上均地区（店糾市・玄海町） 4.05haの合計137.I 7haである（表 I)。

(2) 文化財帽認鱈董

協議を行った施工計画について現地踏行などの結果をもとに検討を行い、文化財確認調査が必要と認められ

た地区を決定した。これを受け、 当該市町村教行委且会・ Cl林担当課、県J:¥林部・ ,:i村良地整備局、九州腹政

局と「平成15年度閃林業基盤整傭事業に係る文化財の保護に関する第 1回協議会Jをl¥!教n委且会が主佃して

10月15日に開催し、文化財確認調在の時期など円沿な実施について協議した。文化財確認潤査は厭則として

稲刈り終了から女の作付けまでの見IIIU(9月~12月）を中心に行ったが、地区によっては上物の状況等により、

年度末までずれ込む箇所もあった。確認潤査は原則として、 2mx2mのトレンチ（試掘lit) を20mllU限でH

盤目状に、また［む11・ 林辺等潤査対象地区が狭い場合は地形や工事計画を考虚して設定し｀埋蔵文化財の有無、

性格、範囲などを調究した。

(3) 農林戴墨盤整鑽事藁等と文化財保讀に間する協饂

確認調丘等を火施した結果、佐双東部地区で4,4,orrr、佐双西部地区で18,682m'.佐双函部地区では0叫

佐R北部地区で20rrf、佐双上均地区でOm'の合計23,112m'の過跡の広がりが確認できた。内容としては縄文時

代の追物包含m.縄文時代~tft世の集落、弥生時代の甕棺窮、古れ時代in~、近世の寺院跡、占辺守を確認し

た。この結果を受けて｀平成14年12月17日に「平成15年度農林業括盤整偏事業に係る文化財の保護にIJ!lする

第2回協蹟会」を開催し、確認潤在の結果をもとに、文化財の保存についてエlll計画との潤整を,Ii'った。この

うちほ場整備等においては盛土による保存.i:, ぉll・林辺・用緋水路等については路線の変更により追跡の保存

に努めたが、設計変更によっても保存が不可能なものについては、協蹟の上、 工事実施前に記録保存の措ii'Iを

収ることとした。
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2. 九州新幹線鹿児島ルート建設事業に係る文化財確認調査

九州新幹線は「全国新幹線鉄辺整備法Jに甚づさ建設されるもので、福岡市から熊本市付近を経由して鹿児

晶市にいたる工事延長249kmの路綿である。平成13年4月に博多・ 新八代訓の工事実施計画が認可され、同

年度から、開発と文化財との調幣について協犠を行ってきていた。

この路綿のうち、 l¥l内を通過する区1ll1は約12kmで、うち約5kmは トンネルとなっている。計画区域の内、

トンネル出口付近及びエ市ヤー ドについては、平成 13年度 II 月 -I 月にかけて、 fふ栖市教 ·~1委貝会が主体と

なって確認潤究を実施しており、退跡の存在は確認できなかった。

平成14年度は. 4月23日に、日本鉄辺建設公団九州新幹線娃設局 ・同局l・ふ栖鉄辺建設所 ，ti栖市新幹線対

策3¥.! ふ栖市教行委口会及び佐釘貼教百庁文化課が協議を行い、今後の予定や文化財保護の協譲を行い、今年

度から地権者の了解がとれた地区から確認潤査を実施することとなった。確認関在は姐教行委U会が主体とな

ったが、確認閾査の実際は鳥栖市教育委目会に依頼し、その協力を得た。

3 その他公共事業に係る文化財確認調査

只林業基盤整備llf業、九州新幹線鹿児島ルー ト建設事業以外の因，県主体の公共事菜について、平成14年度

に確認調査を実施した事業及び辺跡は、因土交通省筑後川河川市務所所行の三爪沖地区堤防改良事業に伴う三

頂fl瑾！海11(所跡 （川渭町. 0.88hal、佐双県土木部所行の佐賀城公園造成事菜に伴う佐双城跡 （佐沢市、

0.01 Iha)、辛J.:地区水路付替工事に伴う大曲二の坪遠跡 (Jl!ff振村、0.05ha)である。

4. 調査組織

潤介主体 佐買県教訂委且会

総括

局 長 佛坂勝!Jl M文化課課民

次 長 中園 一次臥文化課参事

天本洋一訊文化課湖課長

東中川忠美 糾文化課湖課長

Ill口 康郎 '-l文化課湖課長

庶 務

天本 i父粁 県文化課~•J門且（総務班）

野口佐附子 縣文化課総務班主査

島田 一幸駁文化課総務班主食

陶I」.1 優 駁文化課総務班主事

坂口汲史県文化課総務班主~{

潤 ff. 

調董総括 松尾 法博 l'i! 文化課文化財指導班企雨潤整主庄

徳貨則久 県文化課文化財指芍班企両調整主査

謂 童員 廣瀬 雄一 県文化課文化財指ね班主査

五島 n也 l!;! 文化諜文化財指尊班主査

武谷 和彦 l¥! 文化課文化財指打班主査

古川 直樹 県文化財課文化財指巧祇指芍主,1rc事業潤整担当）
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調董協力 佐R市教n委且会 店f11rlj教百委員会

多久市教n委U会 fjt]'j里rli教百委且会

鹿島市教n委U会 川岡町教71委且会

大和町教育委貝会 訂士町教育委U会

東行扱村教育委貝会 脊抵村教肖委且会

巾原町教育委且会 北茂安町教育委貝会

上峠町教百委目会 小城町教育委貝会

牛i'J!町教百委且会 芦刈町教育委貝会

七山村教育委貝会 厳木町教育委員会

玄海町教行委貝会 廿田町教百委貝会

山内町教n委U会 北方町教行委且会

福店町教肖委員会 有明町教行委且会

塩田町教百委且会 娼野町教行委且会

（農藁墨盤整鑽事藁）

九州腹政局筑後川下流農業水利事務所

九州農政J;J佐買中部農地防災事業所

九州塁政屈筑後川下流日石平野農業水利事業所

佐賀9,1,::i政部腹政課.L~ 村整備課・園芸課・畜産課

佐双い水産林務局林政課・森林整燿課

佐沢巾部店林事務所

鹿島閃林事務所

各iii町村閃林担当課

（九州新幹緯麗児島ルート璽設●戴）

月栖虞林事務所

伊万里哀林事務所

日本鉄辺建設公団九州新幹線述設局

日本鉄追建設公団九州新幹線建設屈烏栖鉄辺建設所

);,)li!i市新幹線対策立

（その他公共●藁）

国土交通省筑後川河川事務所

因土交通省佐双因道事務所

島栖市教百委貝会

武碓市教行委且会

束与双町教n委U会

神埼町教行委且会

三瀬村教it委貝会

三根町教訂委貝会

三日月町教百委貝会

浜玉町教育委貝会

相知町教育委貝会

西l:i田町教百委貝会

自石町教育委且会

太良町教訂委且会

武雄店林事務所

t.'l祁農林事務所

佐双貼土木部技術笞理課・道路課 ・河川砂防課・まちづくり推進課

佐双土木事務所 神埼土木事務所 乃栖土木事務所

m津土木>JI務所

鹿島土木事務所

地元各位

伊万里土木事務所

西部地区ダム建設事務所
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表 1 平成14年度農林業憂盤整億地区内埋蔵文化財調査対象地区一覧

確認躙衰
遭鶏の面

ii渭Tt-1名 地区名 事 藻 名 対象面積
憤(rr/)

遺跡の性格 儀 考
(ha) 

房栖市 “栖地区 凩営かんがい携水1J1渠 0.80 

゜
本行遺除、踏豆のみ

轟木 ・活積地区 凩営は場整備 7.50 

゜
朱周知．騎査のみ

九干部山横断綜2-
広域基幹林辺 1.30 20 ,,, 世山城関連遭構 勝尾城下ff遺跡．踏豆のみI・ 2-2エ区

神埼町 大井手取水工 爪営かんがい揖水事業 0.07 

゜
未Jり'31.閑在のみ

臼fり折地区 只営かんがい携水＂漿 0.07 

゜
未周賛1、踏在のみ

I 三の角 困ff~野内補助治ill事藻 0.10 

゜
未/!I知、閉夜のみ

筑後川下流地区 幹線水路城尿金立線 1.50 2.400 弥生～中世の渠落鰭 原の前遺跡ほか、踏査のみ

仁比~,護国寺地区 仁比山護国寺蹟内霰繕事業 0.02 150 ,-; 院跡 仁比山護国寺跡

束行揖村 五本杉 復1日治山 0.10 

゜
山田谷古泊群、踏査のみ

佐 上坂本 復1B治t~ 0.10 

゜
修学院古填群．踏豆のみ

籠＂ 復1B治山 0.10 1,000 古墳時代の古坦 妙JI.tr古収肛

九瀬谷 国打林"内補助治山事業 0.10 

゜
未馬知、踏査のみ

蛤岳横覇鯨3・4エ区 広域基幹林辺 0.80 

゜
未周知．閉霞のみ

賀 九千部山横翫線 広域基幹林辺開設 0.20 

゜
未周知．閉霞のみ

＂板村 n谷 復la治山 0.10 

゜
未周知亀踏在のみ

荒瀬 ，，•防治山 0.10 

゜
禾謁知、踏在のみ

三瀬村 ＝瀬 中山間地域鯰合霰爆事業 7.50 

゜
未閲知、踏氏のみ

東 巾原町 丸Ill 復1B治1U 0.10 

゜
未閾知、踏Rのみ

九干那I~讚断線 広域昼幹林辺開設 0.40 140 古迅 未馬知

北茂安町 ＝賛基地区 11!1:tかんがい携水事業 0.20 

゜
il!i尾遺跡．踏氏のみ

三根●r東tll クリーク防災保全対棗事渠 0.45 

゜
禾凩知．踏立のみ

部 天紐寺 クリーク防災保全対氣事集 0.30 

゜
未周知、踏豆のみ

西品 クリーク防災俣全対策事棗 0.37 

゜
本分遺跡ほか、踏沢のみ

奇人 クリーク防災保全対策事藁 0.40 

゜
米馬知．踏査のみ

上峰町
土（地下津改毛良バ鯰合イ整ブ鋼フ事イ蕊/) 1.05 

゜
未屈知、躇在のみ

地 土地改塁良辺捻）合霰蠣事業 0.13 700 弥生時代の甕棺墾 坊所二本松遺跡(2句

土(地51}改水良路鯰）合整傭事業 0.25 

゜
禾謁知．踏在のみ

上“地区 土地改良統合整鑽事業 0.10 

゜
朱馬知．踏互のみ区 (15,}水路）

土地改良統合整傭事業 0.22 

゜
禾馬知、踏究のみ(16号水踏）

土地改良鯰合霰備事業
0.21 

゜
未閲知．躇なのみ{18ft水踏）

三費茎地区 臥営かんがい誹水事業 0.30 

゜
育柳古墳群1よか，踏査のみ

九千輝山横断綿 広域基幹林迅開設 0.30 

゜
＊周知、陪豆のみ

小計 25.24 4,410 

佐＂市 佐賀i¥ill!那地区 かんがい抹水事素 0.15 0 II認されなかった 禾周知、踏査のみ

IJ 兵庫東部 貼営は湯l1!偏 26.00 4,550 弥生時代の集落跡 未周知．踏庁のみ

金立東部 !1;11-'! は湯整鑽 3.00 1,832 弥生時代・中世の 菓師丸五本柳遺跡はか．

佐 集落鰭 躇査のみ

金立山 l!!IR治山 0.10 

゜
凩:t: 開古瑣群．踏豆のみ

質 筑後川下流地区 幹線水路城尿金立紺 1.00 

゜
！；；＂遺跡ほか、踏査のみ

佐買巾那地区 嘉瀬緋水路工事 0.13 

゜
未周知、踏査のみ

西 佐賀中郭地区 嘉瀬緋水路工事 0.20 

゜
未周知．陪査のみ

多久iii i!!i多久（山口） 巾山問地域総合整備 0.15 

゜
未川知、踏査のみ

部
西多久（谷）

中,111111地域総合霰備
5.90 〇確認されなかった 未闘知（ほ場整傭）

地 洒多久（山口） 巾山1111地域鯰合霰綱 4.70 2,800 近世初111(遺前後の窯 未屈知
（は湯整債） 跡関述構

区 捐岡 基盤整蠣促進事榮 4.20 7,500 縄文~,代の集落跡 山王遺賄ほか
(I 

堤口 復IEI治山 0.10 

゜
未周知、躇査のみ
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箪認調l'1
遭蹟の面

,1;■r1-1名 地 I;( 名 0Jl 渠 名 liぬl/lif/l
損(nil

辺 跡の住 格 備 ~ 
(ha) 

多久rll 多久届（， 別府 地域防災対策総合治111 0.30 

゜
未閲知． 閉.tr.のみ

束与n■r佐R巾墨地区 東与n緋水慢湯廷設工.,, 0.30 

゜
未闘知、 Iii社のみ

II 大和町 VJ-t<:111 復In治Ill 0.10 

゜
＊周知鳥 踏れのみ

筑悛FHIド滋地区
（ 村東）

佐＂西部 導水路 0.40 

゜
吉T.litl陽．踏丘のみ

筑後JIJ下流地区
佐＂内部 3水踏 0.15 

゜
山大氾辺蹟．踏在のみ

佐 (II}スク ンド）

佐n,,叶冒地区 石/i!幹線水路工J/f 0.45 

゜
吉m遺鰭、 l~llのみ

l:!・t町 焦1-~呂地区
M Q林漁渠Ill揮発油税財誕
ff&! 辺 0.50 

゜
木J.~知.I月介のみ

買 I: 焦ma 復旧治~, 0.10 

゜
木周知．閉l'fのみ

呆炭 予防泊Iii 0.10 

゜
1fiJIJ辺跡.111/iのみ

小域If
筑後Ill下流地J.,( 佐I'(西椙尋水路 1.20 2,000 染弥招生8跡,f代～中世の 久蘇il'I鰭． 閉代のみ

西 三H月•r 三El月北郷 貼（営水土路地）改良総合雹蝙 1.10 

゜
戊遺跡はか．踏代のみ

男女山 復In泊Ill 0.10 

゜
Aミ）』知． 踏れのみ

部
佐1"i『,,陥地K tm幹諒水路：C'll 0.45 

゜
未,.~知. ,~11. のみ

<l0il! 町 内砥Ill ため池芍整蝙事果 0.50 

゜
団Ill辺勝、躇fiのみ

鵞ケ谷 復 Ill泊~I 0.10 

゜
;f<J,1知. ,~nのみ

地
佐rx,,屯［地[i( i!!i水束水幹線水路工ur 0.60 

゜
乙繕ケ里迫跡．閉代のみ

佐l'l巾墨地区 '1'1112-f}緋水開 0.05 

゜
禾渇箕I.躇Rのみ

勝
筑利後Jiff涵(16平,1r.i渠
水 l)f渫 1.00 

゜
木)13箕I.i~J'.iのみ

区 砥Ill 筑*後.f'llJI!り1渠―f'j,{i(Jfi平野rt渠 6.00 

゜
未J月箕l.If.ff. のみ

t• 刈町 佐l"t•I • 部地区 11/JJ第 1携水機鳩且殴工事 0.30 

゜
未厖知． 踏代のみ

Iヽヽ 計 59.43 18,682 
式鳩1li 丙平越地区 ため池芍整鋼事業 0.50 

゜
未J,1知． 躇・nのみ

水Jf f防治~, 0.10 

゜
禾屈知. i~fiのみ

m 御船111 地域l!/j災対策鯰合治LIi 1.00 

゜
武雄城鰭． 踏 代のみ

蒻B市 平脱 予防治Iii 0.10 

゜
禾屈知、 防在のみ

掛旧 復18泊I~ 0.10 

゜
掛椙辺葛.in社のみ

篠佑 保安林＂踵 ill緊備 0.20 

゜
未周知、踏社のみ

佐 f成 [盤霰饂促進ぴ榮 2.80 〇確認されなかった 秀岡誠蹟隣接地

~I内町 樋の谷地区 ため池等竪罐事業 0.50 

゜
.,f<),1~1. i月丘のみ

宮ff 復m泊Ill 0.10 

゜
木潟知．踏l'1のみ

北1i町 水池 復Ill治111 0.10 

゜
未閑知． 路丘のみ

買 杉岳 復la泊111 0.10 

゜
ぷ関知． 躇tのみ

-'11111~ 二f・防治11J 0.10 

゜
未周知、 躇代のみ

自石町 八平1t1 一般農辺整蝙 0.42 

゜
未,.,知.11/fiのみ

福lll町 八平i肩 一般只辺整罐 1.02 

゜
未l属贅I.笥在のみ

南 Hl!flll 牛!i!JI(分地区 一般費辺霰鍮 1.08 

゜
禾周知．踏1'i.のみ

新明 一般虞辺罰蝙 1.38 

゜
禾渇知、 粉Rのみ

新明第2 一般只辺整蝙 5.15 

゜
人周知.innのみ

深浦下 ため池等霰儡11,菜 0.50 

゜
未周知｀踏行のみ

部 太良IJ
多良岳4蒻1地区 広域営.ctBJ地閃辺整鍾事業 1.26 

゜
未J,I箕1、翔1'lのみ

太良地(l((大川内） ~I（打ほ巾Iii間鍋地域鯰fi整鐵
場幣 ） 

1.10 

゜
人周知． 閉れのみ

太良地区（端月）
~, 営巾Iii間地）域認合幣鑓 4.10 

゜
未l潟知.11!fi. のみ

地
（は場霰蠣

以営中d1間地域総合幣蝙
太良地区（鳩ノ内）

（は場霰偏）
0.90 

゜
禾/,I知． 踏tのみ

太良地区（薫UI)
~I営中111間地域認合霰蝙

2.90 〇確認されなかった 未/,¥j)jJ
（は場整偏）

区 太良地区（＂ ノ浦）
~I営中Ill問地域総合幣蝙 3.00 〇確認されなかった 未謁旧I
(Iよ湯整備）

太良地区（柳谷） ii;!(11営111巾il!1!l目儡1地》域総合整II 1.20 

゜
~II.I知． 閉tのみ
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確認潤査 遍鰭の面
m町村名 地区名 ,1, 翠 名 対象面積

積(nf)
遺跡の性格 傭 考

lhal 

太良地区（大野） 1.1営中1l111l1地）域総合整偏 0.90 

゜
未I.II算'・ 閉査のみ(11場整備

皿 太良町 i1,1営中山閥備地域総合整備

佐
太良地区(•Pfd)

（は湯整 ） 1.20 

゜
,11潟Ill、踏在のみ

買
太良地区（中畑） しヽ（営只辺巾山霰閲傭地）域鯰合整備 0.24 〇確認されなかった 未l潟知

南
糸岐 自然環現保全沿山 0.10 

゜
禾周知、閉在のみ

塩Ill町 9越 予防治111 O.lO 

゜
未屈知｀踏充のみ

部 石垣 復旧治111 0.10 

゜
未周知．踏充のみ

地 蛸野町 千浦木 復IB泊山 0.10 

゜
未閥知．踏在のみ

区 鼓石 ·r• 防泊山 0.10 

゜
未Ill質1、踏社のみ

輝谷 予防治TIT 0.10 

゜
禾周知、閉汽のみ

小計 32.65 

゜伊万lliili斬濡 ため池亨霰備事業 0.50 

゜
未婦知．路在のみ

加娼 ため池亨整燿事業 0.50 

゜
未周知．踏在のみ

,1々 閲 染洒水諏山地整備 0.10 

゜
未周知｀踏l'I'のみ

峰 地すぺり防止事漿 0.20 

゜
楠殿展敷賜．踏査のみ

1111句 地すぺり防止ポ票 0.10 20 縄文吋代の遣物包介Ill襲岳遭跡群

川内野 f防泊UI 0.10 

゜
未屈知．踏l'iのみ

滝 f線3J:区 ふるさと杯辺緊急整帽事栗 0.40 

゜
禾周知.陪究のみ

IV 
rrru町 泉I~ 予防治~, 0.10 

゜
未屈知．踏代のみ

日JII 環填防災林辺成 0.10 

゜
未周知．踏丘のみ

酉有Ill町 1111111 復IB泊w 0.10 

゜
未/Id知．踏l'iのみ

佐 大山 水濶森林鯰合整備 0.10 〇霞認されなかった ＊周知

浜玉If 鮫111 地域防災対繁総合治山 0.10 

゜
未周知、陪l'tのみ

LLFL 復1B治111 0.10 

゜
未綿知．踏在のみ

双 楕 11118治山 0.10 

゜
未周知．踏Rのみ

七LILH 七良 復IEI治I~ 0.10 

゜
人紺知、陪沢のみ

北
広敷 予防治l~ 0.10 

゜
未周知．踏豆のみ

袋底 保安林符理辺整備 0.10 

゜
＊屈知、踏Rのみ

厳＊町 厳 *lllllilll 闊営中山間地域鯰合竪f111 2.90 〇確認されなかった 未周知

部 厳＊（東屈） 凩営中IIJIIIJ地域稔合整鑽 2.60 

゜
米周知、踏在のみ

厳＊（柳） ~tt•l• 11JPQ地域認合整備 4.50 〇燿認されなかった 柳谷遺跡

地
.I: 大谷 復IA沿l~ 0.10 

゜
Jf</1」知．踏査のみ

東宇上 復IA泊山 0.10 

゜
未闘知、踏l'fのみ

浦Ill内 復IEI治ILL 0.10 

゜
木周知、踏霞のみ

区 野の平 復11'1治JU 0.10 

゜
未掲知、踏査のみ

三➔•谷 予防治ill 0.10 

゜
未屈知．陪査のみ

柑刃IIJ 只尾第一地区 ため池芍覇傭事業 0.50 

゜
未周知、踏在のみ

八反ヶg 復II]治IIJ 0.10 

゜
木周知、踏汽のみ

東蕨JI 予防治1U 0.10 

゜
未/.~知．蹟，査のみ

天憾 生活環墳保全体整鑽 0.10 

゜
未紺知．閉在のみ

陣の山練2・3エ区 行通林辺事業 1.60 

゜
未Ill知．踏丘のみ

小 llt 15.80 20 

"り淳市 半田地区 瓜営土地改良鯰合整備 I.SO 

゜
?ノ韻迫跡、閉行のみ

V "'1,Jm 湊魚J;↓ 予防治Ill 0.10 

゜
未周知．踏査のみ

＇ 
店mr,鮫山 地域防災対策総合治山 0.10 

゜
未JAi知會閉代のみ

店埠市 字木 復la治UI O.lO 

゜
未／昌知．踏立のみ

i 
l月浪iii 半Ill・キ木 経営構辺対策 1.45 0 li1! 認されなかった 薗鰭遺跡はか

玄渾町 上場、IV副 畑地吊鯰合整鯛事業 0.30 

゜
未J畠)ll、rnl'tのみ

玄海If 加部良 ため池守整爛事業 0.50 

゜
未屈知、閉丘のみ

小 It 4.05 

゜鯰 計 137.17 23,112 
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第 1図 平成14年度県内辺跡確認調査実施地区位置図
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農林藁星盤整備事業

佐賀東部地区

I. ,1, 原町（九千部ILL横断線）

2. 上峰町（上峠地区）

3 神埼町（に比Ill護l卦寺地区）

4. 東行捩村 （紺拝地区）

確 佐阿西部地区

5. 佐沢市 （佐双市東部地区）

6. 佐買市 （兵紺東部地区）

認 7. 多久市 （西多久 （谷） 地区）

8. 多久市 （西多久 （山口）地区）

9. 多久市 （桐岡地区）

調
佐賀南部地区

LO. 鹿島市（音成地区）

I I. 太良町（蕪田地区）

12. 太良町 （椎ノ洲地区）
査

L3. 太艮町 （中畑地区）

佐賀北部地区

14. 西“田町 （大山地区）
地 15 厳木町 （川頭地区）

16. 厳木町 （携地区）

佐団上場地区

区 l 7. 店油市('ヤ木 ・半1ll地区）

九州新幹線霰児塁ルート達設畢藁

18. ,.;i栖市（新店栖駅BL地区）

その他公共事業

19. 佐賀市（佐質城公園）

20. 川捌町 （三頂汁！地区）

21. 東rt捩村（辛J:地区）
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II. 平成14年度実施の文化財確認調査の概要
[ 1 ] 農林業墨盤整備事業等に係る文化財確認調査

1. 佐賀東部地区の講査

1 九千部山横断線（中原町）

3 仁比山護国寺地区 （神埼町）

2 上峠地区（上峠町）

4 IHI拝地区（東行振村）

第2図佐賀東部地区講査区位置図(1/50,000)
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(1) 中際町 （第3・ 4図、図版 1)

調査対象地区名 広域碁幹林辺）L千部111損噺諒4-lJ.:区

讀査対象地所在地 佐沢貼三投基郡中原町大字原占双字丸111

鵡査対象面積

讀董担当者

鱈査期問

0.4ha 

巾原町教百委U会太M 駐

平成15年2月7日~2月21「I

謂査対象地区の立地 本潤査地区は嘉取山の,1,殷に位凶し、探店は約230mである。il/1在区の西11l1は上峠町と

接する。潤住地点は谷と尾板で、尾根 Kには一邪斗坦面が見られる。

周辺の遺跡及び遺跡の内容 鷹取1i111Hi1には,,,世山城が存在する。また、 111頂に1,りかって通路状の辺構が(j.任

している。

調査方法 人力により 12本の トレンチを人れた。

講査内容 東側のfd恨上から通路状の辺構が検出された。通路はU字状に闊り込まれており亀輻2.5m.深さ

約 Imである。埋上は灰色の砂灯土及び砂である。人が通った跡と｝とられる部分は,'i灰色の粘灯 I;で。非常に

副くしまっている。硬化面は3面が確認された。這物は通路状辺構の埋J:'11から打器2点が出J:した。また6

トレンチ付近からi't磁碗を表採した。

所見• その他 今l叩関立を火施した東側の尾根J:には、 lh頂部へlnlかう通路状の辺構が('{,{£している。この通

路を北に上っていくと．愕硲300m付近に平坦面が広がっており、このあたりに山城の辺構があった可能性が

ある。また、さらに北へ迂ると坂本峠から厄取111へ向かう林辺にぶつかることから、鷹収山城への連絡通路で

あったiif漉住bある。西側の尾根 tからはi'J磁碗が表採されたものの．辺構はIll!,認できなかった。この尾根を

北に上ると．東から上ってきた尾根の平坦面にぶつかるため、このあたりから流れてきたものと推定される．

l
 

î 

A
-

↓
令
，
 

“ 
確認通路状辺構 南側」：府

及採,'I磁

図版1 広域塁幹林道九千部山横断線遺構・遺物

.J<採,'t磁
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第4図 中原町：九千部山横断線寛儒トレンチ遺構配置図
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(2) 上峰町（第5図、図版2)

調董対象地区名 t地改良総合整傭!JI渠2 ·1}~辺整儀!JI榮［」：峠地区J

讀査対象地所在地 三没駐郡上峰町**坊所字二本松地内

謂査対象面積

謂童担当者

0.13ha (調究而栢28.Sm')

1:的町教行委n会 1原田大介

講査期間 平成15年3月17日~3月19日

講査対象地区の立地 調査対象地区は．町中央部の坊所丘

陵消端の支丘南斜面（探i沿7m付近）に位~'I している。

周辺の遺跡及び遺跡の内容 潤査対象地区は、坊所二本松

辺跡として知られ、今同の調査地区の北西50m付近では、

先年の共同住宅建設に伴い甕棺虹約30基の頃査を行ってい

る。またJ/i所丘陵上には樫寺迫跡、坊所城跡が所在し、弥

生時代から中世に及ぷ辺％が近年の開発に伴い発掘され、

比較的科い密度で追構が存在する地域となっている。 上絹地区第3トレンチ

謂査方法 対象地に人力により試掘溝 (2mx2m)を6ヵ所設定した。

調董内容 布鉦成人棺 l昼 (No.3トレンチ）、 合せ口成人棺 I-JJ (No.4 

トレンチ）を謂認した。遺物としては各ト レンチから弥生土器片少凩が出

土した。

所見•その他 当該地区は坊所丘陵南端の支丘上にあたり、 これまでの耕

作や注築物の設il'l芍の際、甕棺が出土したと 百われている地域である。今

囲の試掘箇所は、丘陵の法訂部分の輻2~3m、延長約40mの都分であ

ったが，甕棺岱2基が確認できた。辺跡の主体は丘陵の中央部にあると考

えられるものの、今回の潤査結果から、丘陵法訂部分についても、開発に

際しては、埋蔵文化財保護について何らかの潤整が必要となるものと考え

られる。

上峠地区第4トレンチ

図版2 上饉地区確認調査
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第5図 上峰町 ：上峰地区トレンチ配置図
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(3) 神埼町 （第6・7図、図版3)

調童対象地区名

謂董対象地所在地

讀査対象面積

講童担当者

仁比山護困寺跡内整偽事業

神埼郡神埼町大字的

0.02ha 

神埼町教育委貝会八母実 ・桑原幸IIIJ

講董期間 平成14:年9月3日~9月II日

鵡査対象地区の立地 潤究地は、神埼町北部の仁比山地区に位;~t し．探応約96mの谷部に立地する 。

周辺の遺跡及び遺跡の内容 この地区は、 9二 !t山護1司寺跡の範囲内に位；~(しており 、周辺には濱困41関連の経

塚や石造物などが存在する。なお、本地区は名勝「九年・mt」の範囲内に当たる。

講童方法 人力により、輻0.3cmから Im、長さ 1mから6mの試掘溝を 4本設定した．

謂董内容 護同寺関係の迫構は確認されなかったが、昭和32年頃に作られたといわれているコンクリ ー ト擁壁

と池の護I切石阻の裏込め状況が確認できた。出土辺物としては、中・近世の土師恭鉢の一部など数点がある。

所見 • その他 潤荘の結果．池の護1;i1;:南に位訊する石）亘とのIIりは、昭和32年頃に工事が実施されたと伝えら

れているコンクリートi貨限のエIJIにより狐削されており、漫同寺及び）し年沌の池築造に関する辺構 ・施設は認

められなかった。一部、試掘坑より池の護作炭の位誼において、現在の池の範囲が泊に拡大する可能性をうか

がわせる堆1i'1土の存在を確認した。

図版3 仁比山護国寺地区確認講査

眉

..... 

仁比山護国寺地区トレンチ

仁比山護困寺地区 トレンチ
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(4) 賽青振村 （鯖8・9図）

謂董対象地区名 復1B治山~l業龍拝地区

調童対象地所在地 神埼郡東脊振村大字石動

鯛董対象面積 O. Iha 

鱈董担当者 東l'.f扱村教百委且会久保伸洋 ・M野竜介

調董期間 平成15年2月14日~3月31El 

鱈董対戴地区の立地 潤査対象地は、打扱山地の面麓掛邪に形成されている三沖段丘の中央部付近に位沢す

る。妙見社古切群の洒邪にあたり、傑府は約80~87m前後である。調査地の現況は山林 （主に杉林）となっ

てしヽる。

閾辺の遺跡及び遺跡の内容 今回の調在対象地を含む妙見社古印群は、これまでの発見から古隕時代後期の横

穴式石室を主体とした群集頴と見られる、 Jl'I跡の範囲は4ha程度の広がりを持つと推定される。周辺の遺跡と

しては、西側にffll拝古m群が隣接するほか、南束約500mに石動西一本杉古泊群 (I王内式土器を出土した低収

丘硲）がある。

調童方法 2mX8mを基準とする試l¥illj'iを5ヶ所、 3mxI Omの試掘坑を 1ヶ所設定し、人力及び煎機（バ

ックホウ）にて表土を除去した。人力により辺構の精査を行った後、 写真邪による記録を行ない、 一部の試掘

坑については人力及び頂機により埋め戻してIEI状に復した。また、並行して周辺の古収群の地形測量を行った。

謂童内容

No.Iトレンチ：検Ill遺構なし。

土器片出土．

No.2トレンチ ：浅い溝状の掘り

込みを確認。出土辺物なし．

No.3トレンチ： Jl'I構・辺物なし．

No.4トレンチ：浅い溝状の趾り

込みを確認。出土辺物なし．

No.5トレンチ：未元掘

No.6トレンチ ：追構・迫物なし．

所見•その他 調査の結果，

No.2トレンチ及びNo.4トレン

チにおいて｀浅い溝状の掘り込

みを確認した。掘り込みの性格

としては、古れの周溝の残欠、

占れ群の経道追路辺構などの

可能性が示唆されるが、今回得

られた製介資料では判断材料が

不足しているため、補足潤査を

行う必要があるものと思われる。

第8図 東脊振村：龍拝地区 (B地区）トレンチ配置図
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第9図東脊振村 ：鑢拝地区 (A地区）トレンチ配置図
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2 佐賀西部地区の講査
，．ーユ,.,,..... 心，.,.

ー

3

5

佐灯市東部地区（佐双iii)

西多久 （谷） 地区 （多久市）

柑岡 （多久市）

第10図

2

4

 

兵庫束藩地区（佐沢市）

西多久 （山口）地区（多久市）

佐賀西部地区講査地区位●図(1/50,000)
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(5) 佐賣市 （鋼11図）

調童対象地区名 駁営ほ場整鑓事業兵庫東部地区 ・9,!営かん排佐n市東部地区

調董対象地所在地

躙董対戴面積

調童担当者

佐打市兵献町大字若宮字一本憐ほか

26ha 

佐双市教百委且会 角信一郎・ 三代俊寺

鯛董期闇 平成14年 II月18日~II月25日

躙董対戴地区の立地 潤査対象地は佐沢市の東部域に位li'lし、神埼郡神埼町に隣接する。地形的には探応3m

前後の沖積低地上に立地する。現況はほぼ全域が水田である。

躙辺の遺葛及び遺躊の内容 周辺の遺跡には、西方で野巾遺跡 ・若宮遺跡と隣接し、東方約 !kmに,,,世の姉川

城跡、北方は金立東部地区・久保泉南部地区に近接し、約1.5kmの位四に弥生時代から古項時代の集落跡を確

認した上九郎遺跡，薬師丸五本柳遺跡・園田遺跡・下和泉一本椎辺跡等が位祖する。また約1.5km南方には殿

野遺跡が位図しているが、この遺跡での調査例はほとんどない。調査対象地は全域がflil知の埋蔵文化財包蔵地

外になっている。

躙董方法 調迂は2班体制で行ない．トレンチNo.Al~A46、8I ~851を設定した。各トレンチで遠構・ 遺

物の有無を確認した後、土府略図 ，平面略図を作成し、 写以撮影等の記録作業をおこなった。

鯛童内容 トレンチNo.AI、A3で遺構を確認した。検出辺構は溝・小穴または柱穴である。辺物は弥生土器

破片・土師器破片・陶磁料破片等が少数出土している。

所見 • その他 トレンチNo.Alで極めて小規校な溝 l条を確認した。No.A3では小規校な溝（年代不詳） 1 

条と小穴もしくは柱穴 （弥生時代と推定） 1碁を確認したが、遺跡の範囲は以辺付近に限られると考える。ま

たこのトレンチの周囲は水田として整備される部分であり、掘削は及ばないことから、辺構は保存される。ま

た、 No.A43・A44は阻営かん緋佐双市東部綿這設予定地に位買し、ともに近接するトレンチであるが今同じ

ものと考えられる溝 1条を確認した。トレンチ対方では畔を兼ねた水路堤防が現存し、その延長線上に位蹟す

ることから、単に堤防と耕作区を区切る溝であった可能性が店く、遺構とは認め難い。水田は明らかに堤防を

挟めて拡張しており、近年まで機能していた可能性が府い。

その他 今回遺構を確認したトレンチAI・A3の位れを含む周辺部分については若宮四本松辺跡として周知

を図る必姿がある。
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(6) 多久市

調董対象地区名

調董対戴地所在地

調董対象面積

鯛董担当書

調董期間

調童対象地区の立地

中山間地域総合整備 （ほ場整Ill事業西多久地区（谷地区）（第14図）

多久市西多久町谷

5.9ha 

多久市教育委且会 岩永雅彦

平成15年2月12日～平成15年2月13日

多久市洒部、八幡岳から南に延びる土石流で形成されたと思われる丘陵緩斜面に立地する。

躙辺の遺跡及び遺跡の内容 本地区周辺に周知された遺跡は分布していない。

躙董方法 手掘りによりトレンチを設定した。

調董内容 遺構・迫物ともに確認できなかった。

所見・その他 遺跡の存在は確認でさなかった。

調童対戴地区名

調童対象地所在地

鯛童対象面積

調董担当書

調童期闇

中1l1Pll地域総合整儀 （ほ場整備）事業洒多久地区（山口地区）（第12図）

多久市西多久町山口

4.7ha 

多久市教行委n会 岩永雅彦

平成14年II月26日～平成15年2月14日

躙童対象地区の立地 多久市の飛も西側で、埋没谷上に広がる水田地術に立地する。

閾辺の遺跡及び遺跡の内容 ＊地区に隣接する丘陵から本地区にかけて応麗窯跡 (1600年代の窯跡）が所在

するものと考えられていた。

調童方法 重機及び手紺りによりト レンチを設定した。

調董内容 遺構としては溝を確認した。出土遺物としては、 1600年代の陶器片、窯道具のほか、縄文時代の

石器がある。

所見 • その他 裔麗窯跡として周知されていた地点で陶片や窯辺具が出土した。窯本体は発見できなかったが、

かつて窯が存在したことが明確になった。それ以外には遺跡と思われるものは発見できなかった。

調童対象地区名

調童対象地所在地

鯛童対象面積

調董担当奮

鯛董期闇

基盤整鑓促進（ほ場整鑽｝事業桐岡地区（第13図）

多久市多久町桐岡

4.2ha 

多久ii,教育委貝会岩永雅彦

平成14年12月13日～平成15年 1月22日

調童対象地区の立地 牛坪川上流の氾濫原に広がる水田地術に立地する。

層辺の遍跡及び遺跡の内容 本地区南部の丘陵緑辺部に山王遺跡（旧石岱～縄文時代の遺物包含/jij)が広がっ

ている．

調童方法 頂機及び手掘りにより トレンチを設定した。

讀董内容 地区北部で2地点、地区南部で 1地点、縄文時代のものと思われる小穴が確認できた。遺物として

は縄文時代に属する石器がある。

所見•その他 一部地区で縄文時代の辺構が広がっていることが確認できた．
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第12図多久市：西多久 （山口） 地区トレンチ配●図
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第13図 多久市：桐岡地区トレンチ配譴図
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第14図 多久市 ：西多久 （谷）地区トレンチ配●図
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3. 佐賀南部地区の講査

~ ,!l! 

1 音成地区（鹿島市）

3 titノ浦地区（太良町）
2 付it田地区（太良町）
4 中畑地区（太良町）

第15図 佐賀南部地区調査地区位置図(1/50,000)
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(7) 塵島市

調童対象地区名

讀童対戴地所在地

調董対象面積

謁董担当者

躙童期闇

団体営基盤整鑓促進事菜 （音成地区）（第16図）

鹿応市大字音成字西浦他

2.8ha 

鹿島市教百委且会 加Ill隆志

平成15年3月13日

●董対戴地区の立地 廂品市は有明海の西岸に位切する限南西部の中核都市である。北は塩田川をはさみ有明

町と、洒は塩田町 ・嬉野町と接し、函西部は多良岳から伸びる陵線の一つを悦に太良町と接している。多良岳

は襟il',SI076mの経ケ岳を主印とする コニーデ式火山である。元は宮士山と同じく緩やかな褪野を持った優美

な姿をしていたと思われるが、有史以後は一腹も火山活動をしていないため褪野ではi•JJIIに よる没食が著しく 、

その姿は失われている。現在では放射状に刻まれた河川伎食による深い谷と、取り残された悶鞍状の裾野丘陵

地の稜紛とが交互に現われる特徴的な地形をみせる。調査対象地はこの河川没食された谷部末端の旧海岸線付

近に位れする。

周辺の遺跡及び遺跡の内容 調査地の南側の丘陵が中世の城郭の「秀岡城跡Jがある．

調董方法 掘削機及び人力によって原則20mllll隔で碁盤目状に 2mx2mの試堀坑を21ヶ所設定し潤査を行

った。

鯛董内容 遺構・迫物ともに確認でさなかった。

所見・その他 調査区の土の堆積状況から、 当該地は全域が音成川の旧河JII及び氾濫原と考えられる。また今

回調査した地区の東都の事業区については、文献記録等から干拓地であることが判明している。今回の調査に

おいては、還構の検出及び遺物の出土はなく、遺跡は発見されなかった。

(8) 太良町

調童対戴地区名

調董対象地所在地

瓜営巾1111111地域総合整債事業太良地区 (1卜畑地区）（第17図l

藤津郡太良町大字大浦

~ 

゜・9'.81 

No! 

93.20 

゜

。
SOm 

第17図 太良町 ：太良 （中畑）地区トレンチ配置図
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講童対象面積

講董担当者

謂董期闇

0.24ha (潤査面積39.92m')

佐双県教tfJ?文化課 松厄法博 ，古JII祖樹

平成14年 II月19日

調董対象地区の立地 潤査対象地は太良町の南部、椋砧約70~80mの範囲のややほの広い届根」こに位凶し、

海岸線からの距霞は約650mである。 現況はほぽ全面が密柑191 となっており~ 北側に中畑の集落がある。

閾辺の遺跡及び遺跡の内容 対象地は州知外であるが、洒約500mに大涌平原辺跡、両約500mに区原遺跡な

どが存任している。

講董方法 工事内容は既{/-~道を、既存道路応より店い蜜Ml園側を主に屈削し3m程拡幅するもので、道路計

西延艮約600mのうち、尾根を横切る約90mの部分を中心に試掘坑（トレンチ）を 6箇所設定した。潤在は塁

迅沿いに並ぷ杉とそれに並行する笠柑の木を伐採した後、その列の間を掘削機で掘り下げた。

讀童内容 追1//1・遺物ともに確認できなかった。

所見•その他 いずれのトレンチでも耕作土・造成上下より赤褐色礫況り枯質土の地山が確認され、迫紛の存

在は確認されなかった。

鵡董対象地区名

鵡董対象地所在地

調董対象面積

調査担当奮

調董期間

臥貨•1' 1l11lll地域総合整備事業太良地区（津ノ浦地区）（第18図）

藤油郡太良町大字大浦

2.9ha (潤査面積92m')

佐四県教百庁文化課 廣瀬雄一 • 松尾法博

平成14年 12月20日・ 24日

謂童対象地区の立地 多良岳・経ヶ岳から北東方向に放射状に伸びる丘陵の1111に形成された谷水田部に位践する．

周辺の遺跡及び遺跡の内容 周辺の丘駿上には津ノ涌/ij(辺跡や・a走遺跨など縄文時代の迫物散布地が知られて

いるが、谷水Ill部には辺跡の存在は知られていない。

鵡董方法 掘削機及び人力により、 18ヶ所のトレンチを設定して潤査を行った。

謂董内容 遺構・迫物ともに確認でさなかった。

所見• その他 津ノ涌地区は洪水の多発地帯らしく、河川の氾濫と造成が繰り返された地区である。碁盤屑も

確認することができなかった。

鱈董対象地区名

調董対象地所在地

調董対象面積

謂董担当者

訊営中lhllll地域総合整備1)1業太良地区（蕪田地区）（第 19図）

藤禅郡太良町大字糸岐

2.9ha (潤査面積92m')

佐沢貼教百庁文化課 廣瀬雄一 • 松尾法関

調董期閏 平成14年 12月20日・ 24EI

調童対象地区の立地 多良岳 ・経ヶ岳から北東方向に放射状に伸びる丘陵の一つに位買する。やや輻が広い尾

根で．集落 （蕪m>や水田が立地する。製査対象地区は2ヶ所に分かれており、尾根の上部山際の地区を蕪田

l工区、 それより南東の丘陵水Ill部を蕪田2:r.区と呼んでいる。

閾辺の遺跡及び遍跡の内容 周辺に遺跡の存在は知られていない。

調童方法 人力により、蝋[ElI工区、 蕪田2エ区ともに各11ヶ所のトレンチを設定して潤査を行った。

綱童内容 蕪lB2エ区のNo.7トレンチで陶磁閤小片が少1it出上したほかは、遺構・辺物ともに確認できなかった。

所見・その他 遠跡の存在は確認されなかった。
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第18図 太良町：太良（津ノ涌）地区トレンチ配置図
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第19図太良町：太良（蕪田1工区）トレンチ配置図
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第20図 太良町：太良 （蕪田2エ区）トレンチ配置図
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4. 佐賀北部地区の11査

1 大山地区（西有UI町）
3 柳地区（厳木町）

2 川頭地区 （厳木町）

第21図 佐賀北部地区講査地区位置図(1/50.000)
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(9) 西有田町

調童対象地区名

講董対象地所在地

水源森林総合整備事栗大山地区（第22図）

西有llll/大字山谷乙

講査対象面積 0.lha 

調董担当者 洒打IIIIJ教灯委員会宮崎光明

調董期間 平成15年3月10日

講董対象地区の立地 艮崎Mとのり，l税、国見山系のllil見山と八天岳の巾1111で、山塊の,,,腹にあり、 2つの小ピ

ークに挟まれた小規校な谷地である。杉の人工林で、堰堤工事予定地点では平坦な筒所があり、以前に畑作が

行われていた。

周辺の遺跡及び遺跡の内容 本地点を中心とする半径5kmの範限に分布する辺跡として、約400ml蘭の穴/1'-IH

（ホゲンク）洞池付近が這跡として周知されおり、石鏃、石匙、石柏、石錐が採収さ れている。またS 南約 1

kmの桑々田 （カカダ）溜池でも、石1尻石刃が採取されている。さらに、 i釦束約3.5kmには盗人岩l唸があり、

発掘岡査により隆起線文、押形文、阿碍式等の土ぜれが出土している。このように、本地区周辺には縄文時代の

辺跡が点在する。

調童方法 堰堤の横漸綜上に20mを星本として、 2mx2mの試掘坑を4カ所設定し、人力による趾削を行っ

て、辺捐・遺物を確認した。

講董内容 谷中央部2ヶ所のトレンチでは地表下1.05mで地山の火Ill灰土を確認した。固端の21、レンチでは、

0.2mで地ll」を確認した。出土迫物はない。

所見• その他 及面観察では、土W&.石ぜれなどの辺物は採取でさなかったが、いわゆろIIげ．とは異なる/,¥¥色：t

が認められ、石僻などの埋蔵文化財は確認できなかった。

第22図西有田町：大山地区トレンチ配置図
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(10) 巖木町

鵡査対象地区名 ~.!tt巾 1ll l lll地域総合整絹事菜厳木地,~(隕出整偏川頭地区）（第23図）

調童対象地所在地 東松浦郡厳木町大字浪瀬地内

調董対象面積 2.9ha (瀾代面積28.5m')

讀董担当者 厳木町教百委U会坂井 清 布

謂童期間 平成 14年 12月13日~12月20EI

調査対象地区の立地 対象地は厳木町の雨瑞に位ii'lする女111から北に派生する丘陵地の中腹にあたる探｛ぶ 135

~175mの区域である。I姐用は急峻な地形であるが、瀬戸木場地区と浪瀬地区を結ぷ直線上に唯一仏．がる籾や

かな斜面である。現況は北に向けて傾斜が下っており、そこには蜜It!園が営まれている。地区の方の話による

と、以前蜜柑園造成を大規揆に行ったとのことである。

周辺の遺跡及び遺跡の内容 対象地の北西約300mには川頭II迫跡（縄文時代散布地）、北西約500mには川頭

1迫跡（縄文時代散布地）、 ,ti約600niには堂地迫跡（縄文時代骰布地）等が存在するが、その詳細は共にイ渭l

である。ただ、川頭 )・ II迫跡 （浪瀬地区）と同地迫跡（牧瀬地区）の中11りに位訊する唯一の殿傾斜にあるこ

とから、関述辺跡が存{f.する可能性がある。

講査方法 対象地のうち． 比較的旧地形を残している と予想される地点に対して試掘11a本を設定し、人力に

より掘削を行った．

讀董内容 確認した追構としてはいくつかのトレンチにおいて撹乱跡やみかん穴等を検出しているが、すぺて

微柑問造成時のものと思われる。辺物は全く Ill土していない。

所見•その他 緩傾斜はlfl地形から踏展したものと思われるが、微柑Iii!造成によって既に土の切り盛りがなさ

れているようである。明確な辺構や出上迫物もμられず、辺跨の存在は確認できなかった。

鵡董対象地区名

講査対象地所在地

講董対象面積

鱈査担当者

,;¥信1l11lllllf地域総合整備事業厳＊地区（圃均整備柳地区）（第24図）

東松浦郡厳＊町大字浦川内地内

4.5ha C潤荘面栢84.5ni刃

厳水町教育委n会坂井沼行

講査期間 平成15年 1月141:1~ I月31El 

調董対象地区の立地 対象地は厳＊町のほぽ中央、作礼illから州に派生する丘悛地の側斜1面にあたり事浦川I入J

lllによって南北に開削された谷部を西側に型む、 11:1?:5約90~120mの地点である。IIJ地形としては、急斜面と

Illにはさまれた、傾斜の緩やかな盾北に伸びる傾斜の怠な16根であるが、班柑141・畑地造成により、既に改変

を受けている。 現況は1¾l北にのびるやせLE根と北束から南洒に向けて傾斜が下っており、そこには班柑問のほ

か、水田 ・畑地が営まれている。

周辺の遺跡及び遺跡の内容 対象地区内は籾辺跡として周知化されており、その内容は縄文時代の散イIi地であ

る。当該地の北東約250mには詰朕辺蹄 （縄文時代散布地）、面束約250mには松尾辺跡 （縄文時代散布地）、

附約400mには山神辺跡（縄文8寺代散伍地）等が存在するが、その詳細は共に1渭Iり1である。

講董方法 対象地のうち、比較的旧地形を残していると予想される地点に対して試掘Jj(2I本を設定し、人力に

より掘削を行った．

調童内容 いくつかのトレンチにおいて撹乱やみかん穴等を検出しているが、すぺて密柑1釦辺成時のものと忠

われる。 国査区•'t•火にボ北に延びる疫せ16根上に設定したトレンチ (No.17~20トレンチ）からは20cmほど

の表土の下で削平された地山を確認した。ここでも、蜜柑村追成時にかなりの削平を受けていると思われる。

出：I:. 遺物としては、 No.3・6・7・9・10・11・21トレンチで弥生土器片、県咽石、瓦器、凶湿片等がIll土し
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た。特にNo.7トレンチからは数十点に上る弥生土僻片、黒囁石、瓦器が出土したが、各時代の遺物が説入し

ており、微柑園造成時に流れ込んだものと考えられる。縄文時代の遺物はみられなかった．

所見・ その他 潤査区のほとんどのトレンチでは、数十cmの所で基盤層を確認したが、調査区中央に南北に延

びる痩せ尾根上に設定したトレンチ (No.17~20トレンチ）からは、旧地形を削って平坦にした跡が確認され

た。このことから、痰柑団造成等により、丘陵部の土を削り、調査区東西の谷地形邪分に土を盛り、できるだ

け平坦にして｀現況に見る斜面が形成されたことが明らかとなった。明確な遺構は確認できず、遺物は部分的

に蝙流れ込みという形で出土するのみであつた。
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第23図厳木町：川頭地区トレンチ配置図
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第24図厳木町 ：榊地区トレンチ配塁図
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5. 佐賀上場地区の調査

第25図 佐賀上場地区講査地区位置図(1/50,000)

(11) 題津市

謂董対象地区名

謂童対象地所在地

謂董対象面積

讀査担当者

調董期間

謂董対象地区の立地

経営構辺対策事業半Ill. 字木地区（第26図）

l~lfl!ili宇木及徳・宇木釜太郎

I .45ha 

店fltrfi教訂委且会 1,t場誠;,J

平成14年 II月13日~II月15日

半田・字木地区 (Ti且粗市）

（東宇木 • 印崎迅跡） 探応 1 90mの飯盛1J1から北に延びた舌状台地｀通称罰崎台地の東隕蘇辺部に位i在する．

（釜太郎迫跡/Id辺地）上記とMじく亀飯盛Illから北に延びる丘陵上のさらに南側に位1役する。

周辺の遺跡及び遺跡の内容

（東宇木•印崎辺跡） 隣接する珀崎台地上には、甕棺紅が確認された印崎迫跡が立地する。 また、谷を挟んで束

側の丘陵J.:には策1J1/J(辺跡が、酉側の丘陵裾部には、宇木汲田辺跡が立地する。

（釜太郎辺跡周辺地）釜太郎辺跡の隣接地に位収し、南側には釜太郎古nが立地する。

謂董方法

（東宇木•印崎辺跡） I.Ill内容が、ピニールハウスの支柱の埋め込みのみであるため、 JmxJmの トレンチを

13箇所設定し、人力にて掘下げを行った。写孔服影、 .t.W/の略実測後人力にて埋め戻しを行った．

（釜太郎Jl'I跡周辺地）現況ですでにミカンの幼木が植戟されていたため、これを避けて lmX2mの トレンチを

2簡所設定し、上地区と同様の手篇iで調査を行った。

綱董内容

（東中木• 印崎辺跡）辺構は確認できなかったが、弥生時代11:1101前半を中心に縄文時代晩10[~古m時代の追物を

確認した。

（釜太郎i!'I跨周辺地）辺構 ・辺物ともに確認できなかった。

所見•その他 （東字木 ・鶴崎遺跡）丘陵端都にあたるため亀旧地形はかなり の['!]凸があった桟様で潤庁区i!li

側の砧も丘陵よりに設定したNo.I ~4トレンチのうち、 No.2.3トレンチでは現水1ll耕作土『（下で削平され

た地lllが確認されたのに対し、 No.I、4トレンチでは、盛土及び自然堆積土が確認された。また、これより

東側では、急激に地山が落ち込むものと思われ、 No.I ~4トレンチから束1.:6mほど離れた箇所に設定した

No.I 1~13トレンチでは、現水田耕作土虹下より少瓜の机物辺体を含む、いわゆるコモ別が確認された。確認
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された遺物の多くは、このコモ陪中からの出土である。以上のことから、生活遺構が残存もしくは本来あった

可能性はなく、工事内容も遺跡への影響が極めて低いことから、今回の工事に支阻はないと思われる。

（釜太郎遺跡周辺地）現況ですでにミカンの幼木が梢栽されていたため、これを避けた形でトレンチを設定し調

査を行った。この結果、ミカン団開墾の際に大幅な削平が行なわれており、遺物も確認されなかったことから

工事への支悶はないと思われる。

A
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。
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第26図 居津市：宇木 ，半田地区トレンチ配置図
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[2]九州新幹線鹿児島ルート建設事業に係る文化財確認調査

（筑紫トンネル山浦地区）

講董対象地区名 筑紫ト ンネル追設：いJI用辺路

謂査対象地所在地

調董対象面積

講査担当者

謂査期間

（第28図）

島栖rfif(f補町

0.18ha (潤査面浪300nf)

局栖市教n委且会島孝IJ

平成14年6月41」~6月613

謂査対象地区の立地 ［ぅ栖市中央よりやや西側に位沢す

る。雑刑務所の北西約300mの丘陵上に立地する．瀾代地

点は脊販11,地から派生する舌状丘陵となっており、北から

南に向かって緩やかに下っている。

園辺の遺跡及び遺跡の内容 調査地点の北方にはr[r原古l.t't

群が東南閥には中世の辺物散布地である大町前道跡が所 ~•I 

在する。 第27図 九州新斡線鹿児島ルート位置図(1/50000)
講董方法 掘削機及び人力により、トレンチ6ヶ所を設定

して潤介を火施した．

讀査内容 氾構・迫物ともに確認できなかった．

所見•その他 辺跡の(7-伍は確認できなかった。

（新鳥栖駅BU色区）

鵡査対象地区名

鵡董対象地所在地

讀董対象面積

鱈査担当者

謂査期間

筑紫トンネル紐設工ill新N栖駅BL地区本諒l'定地 （第29・30図）

J:JMililll浦町 ・/Ji古灯町 ・蔵上町

3.82ha 

閲栖市教n委U会 i!A浅滴粕 ，心孝A

平成14年 10月16日~10月29EI、平成15年2月18日

謂査対象地区の立地 鳥栖iii中央よりやや西側を州北に縦断する、全艮約1.5kmについて躙査を実施した。N

象とした地点は安良川及びその支流である浦Ill川が形成した谷水m部で、 一部丘陵部を含んでいる。

周辺の遺跡及び遺跡の内容 調査地点の周辺には、 m!古沢追跡・朝日山，!ilt't群・蔵上辺跡 ・内li'l辺跡など多く

の追跡が所在するが、対象地区内に周知の埋蔵文化財包蔵地は含まれていない。

調童方法 狐削機＆び人力により、 トレンチ46ヶ所を設定して関代を尖施した。

謂董内容 辺物としては、 1'1磁碗、 ・I:師岱小片がII¥土したが、迅構に伴うものではな く、明確な辺構は確認で

きなかった。

所見・その他 氾跡の作/J:は確認できなかった。
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第29-1図鳥栖市：新鳥栖駅BL地区トレンチ配置図 (1)
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第29-2図 烏栖市 ：新鳥栖駅BL地区トレンチ配置図 (2)
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[3] その他公共事業に係る文化財確認調査（附．工事立会）

(1) 佐賀市

確認調董

講董対象地区名

謂董対象地所在地

鯛董対象面積

調童担当者

調童期間

佐n城公隕整偏!JI業（緋水溝

設霞事業）佐双城鯖のl"I内側

佐四市城内二丁目

I !Om'(潤査面栢6m')

佐沢瓜敦l'I庁文化森徳宮則

久、 Ji:島U也、佐質市教行委

U会角信一郎、木島惧治

平成15年3月5日

鱗童対象地区の歴史的環墳 佐w城跡は、佐代平野の

低平地に築かれた近世期の城で、周囲を最も幅Jム．のと

ころで約40間の堀に囲まれた典型的な平城である、そ
第30図佐賀域位置図

の前身は、天正年間に整伽された龍造寺氏の旧村中城を拡張したもので、鍋島直茂 ．勝茂親子の佐沢城総普請

により完成した。慶長13年(1608)から慶長 16年までに、旧村巾城三ノ丸東に本丸が造られ、続いて本丸を北

から東に囲むようにニノ丸が造られた。記録では承n.;2年(1653)に造作にトかったとされている。

佐沢城総普閉以来、佐打城本丸は 1度、 ニノ丸は3度、 三ノ丸は2腹大きな火災が発生し、 IHI輸内建物のほ

とんどが焼失している。立保 11年(1726)の火災では天守をはじめ．本丸 ・ニノ'.1-b.三ノ丸が焼失し、卒保13

年にニノ丸、遅れて宝暦5年(1755)に三ノ丸が再建されたが、旧本丸の機能はニノ丸に移り、本丸敷地内に御

殿が再建されることはなかった。ニノ丸はその後百年余り藩政の中心であったが、 天保6年(1835)に再び焼失

したため、 10代1l11主訊正は本丸再廷を災明し、天保9年に完成をみた。一方、 ニノ丸は嘉永5年(1852)に

再々建がなされたが、その存餃期間は短く、明治7年(I874)の佐打戦争により、 三ノ丸とともに焼失し、佐R

城ニノ丸の体裁を失った．

天保の再建に当たって、本丸においては f佐只城御本丸差図J等．詳細な作事汁函図が作成され、現在も残

存している。これまでの発掘潤査により、 差図に整合する礎石群が検出され、現在実施中の本丸御殿復元 （佐

賀凩立歴史惰料館（仮称）建設）事業の有力な賃料となった。一方、 ニノ丸においては詳細な作事計西因に類

するものは現在までのところ残存しておらず．僅かに城内の行事を記した「諸御手数録」に北御丸として、式

台まわりの建物輪郭が見られるのみである。天保の再建以前においても、佐賀城全体を描写した r佐双,jヽ城内

絵図Jに、数棟の建物が描かれるのみである。

近現代においては、明治22年に尋佑師範学校附屈小学校 （現佐賀大学付属小学校）がニノ丸束半に開設、昭

和26年佐双市立赤松公民館開飢、昭和43年NHK佐買放送会館開館など、 主に公共文教施設が立地し、現在

に至っている．

佐買城絨のP'Jは、本丸の再建に際し本丸出入りの門として娃てられ、天保9年に完成した bのである。建物

は二頂二陪の栴P'Iに一重二陪の続櫓が、 r1の西北部、石垣の上に続いている。楕門の門部は桁行正而五llll.梁

閥 1llll。 椿門二階は桁行ー五rm• 梁問三間、続櫓は一階二陪とも桁行三間・菜間三間。屋根は本瓦ぶさ、入母

屋造りで、棟の両端に冑鋼製の鱗がおかれている。内扉には明治7年の佐双の役のとさの弾痕が残る。鱗の1"1

及び続格は．困折定重要文化財に指定されている。

講董方法 潤査は、緋水溝の設凶が予定地されている地点の周辺を含む地区にトレンチを設定して行った。 ト

レンチ設定は人力により．埋め戻しについては一部現物供与による掘削機を使用した。
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鯛童内容 現地表は絨の門から東側に向かって応くなっているが、トレンチを掘り下げていった結果、襟店

3.75~3.Smの地点で、東西の様高差がほとんどない平坦な整地面を確認した。鰊のl"lの甚礎襟石等から考え

て、この面がほぼ天保期の楼店面を示しているものと考えられる （一部上面の壌土化によりやや店い面に原面

は求められるものか）。この面の精査の結果、溝や土坑状遺構の掘方が確認できた。溝は深さ17cmほどの薄い

レンズ状をなす。また、この面に掘り込まれた孔に立てられたJ5x20cmの方柱石が確認でさた。この石柱の

上部は何らかの理由で折担されているものと思われ、又地下部はさらに埋め込まれている。これらの遺構につ

いては、 一部トレンチ等の結果によっても時代を判定する遠物等は得られず天保期以降のものとするしかない．

（なお、図面に注記する部分については、その上面より掘り込まれていることが確認できたため、比較的近現代

に近い時期のものと推定できる。）この面の整地面は厄さ約IOcmほどの淡黄褐色砂日土（まさ土の酸化層）に

より造成されている。この面より下層は暗褐色～黙灰色の粘買土墳で一部トレンチの状況によれば瓦類を多量

に含んでいる。この屑を掘り下げたB地点のトレンチでは矢穴をもつ石材が確認できた。狭い範囲のトレンチ

であるのでこの石材の大きさ、構造等は不明であるが、確認状況からこの下の面に設買された何らかの遺構の

一部である可能性がある。

出土遺物としては、整地崩を覆う覆土からかすがい等の鉄製品が比較的多数発見されたが、時期笛は不明で

ある。そのほか陶磁器片や瓦片が出土した。
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第31図佐賀城内概要図
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所見・その他 襟r.53.75~3.Smの整地刷に掘り込まれた辺構については、時旧等は不明である。これらの辺

構については、天保期の「佐賀城餌本丸差國J等には表記がないものであり、また辺構の形状等から考えて、

佐双城に桓常的に付設する施設に伴うものとは考えにく<、(iiJらかの臨時的な掘削や排水溝等の用途が考えら

れるが、明確な判額は今回のトレンチ内では判断することができなかった。また、石柱状ものについて bその

m途は不明である。この幣地府の下J/1)より確認できた石材は天保期以前の辺構である可能性がi-sく、他の地点

で確認された辺構等のレペルから考えて壕艮期の遺構であることも十分考えられるものである。

トレンチ (1Iりから）

トレンチ （北から）

図版4 佐賀域歓の門地区確認調査
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トレンチ （東から）
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第33図 佐賀城鯰の門地区確認遺構配置図
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工●立会

調董対象地区名

讀査対象地所在地

鵡査対象面積

講童担当者

鵡査の概妻

佐n城公園整傭事業歴史の森地区 佐只城本丸

佐賀市城内二丁目

3,016m'(関査面積943m')

佐R凩教育庁文化顎 五島目也•徳l,{則久

佐賀城公園は、佐賀城内の緑地・文化施設を中心に昭和36年に供用がIJIJ始されたもの

で、臥民憩いの場となっている。この佐沢城公間のうち、旧佐沢城本丸（旧赤松小学校跡地）を中心とした一

柑が「歴史の森Jとして、佐双城の風格再生と歴史学密の場を目的とした地区と位貨づけられた。現在、この

地区に存在する鍼の門や天守台等の文化財を活用し、本地区の中核施設となる佐沢凩立佐灯城本丸脱史館の注

設と併行して公固整備が進められている。なお、この地区はその大部分が、平成13年2月28日に1胆史跡に指

定された地区に含まれている。

佐賀城公園整備事業及び佐賀IU立佐賀城本丸歴史館建設は、この地区に存在する文化財の保護を第一義とし、

佐賀城本丸の一部施設と土手 ・濠の復元等を行いながら進めることとなった。

本丸の確認調査は、平成5~6年に佐賀市及び県教行委n会が火施したが、その結果一部近代以後の開発に

より壊されている祁分があるものの、天保期の差図どおりの建物礎石を確認するなど、遺構の残存状況が比較

的良好であることが判明した。

上記事業は、基本的にこの確認調査による知見を元に実施設計がなされ、 遺構は基本的に保護することとし、

撮削等の工事の実施に当たっては文化財担当職貝が立ち会うこととした。

以下の報告において、調査地点はエmの掘!'fl)の範棚内での立会であるので、掘削が遠構に述しない部分で行

われるものも多く、遺構が確認されなかったとする部分についても、遺構そのものが存在しないと習うことを

必ずしも意味しない。また位胄罰において、工事が盛土の範囲内で行われ遺構に与える影愕が軽微なものにつ

いては．トレンチ図を省略したものもある．

① 南濯 （櫓台郎） 復元 （第34・36・37図、図版5)

謂査期間 平成14年4月23日

位置 本丸南西隅櫓台南面帯曲輪石垣部

4m'(閾査対象面積30m')謂査面積

謂査結累 櫓台南側術曲輪石垣は、以前検出していた石垣の 1石半ほど下より径20~30cmの胴木を

確認した。胴木上面襟硲1.62~1.63m。胴木の継ぎ目の下には、枕木状の胴木が南東方向を向く形で敷いて

あった。石坦下の胴木の前面には、胴木と同じくらいの太さの留め杭が打ってあった。以前の躙査で発掘され

ていた赤石石積の椿台へ続く延足と考えられる石積の一部が天端まで残存していた。赤石石栢は、石を5段積

み上げ、根石を少し前に出してあった。石垣下面襟応J.5~1.6m。石垣m.35m。根石の下には胴木が敷い

てあり．その前面には1i'1め杭が打ってあった。

敗扱い 検出した遺構は埋戻して保護し、這構の前面に新規石項を設謂した。

② 西側土塁石垣復元 （第34 ·35図 ~ 図版5)

調査1U1間 平成14年5月2日

位置 本丸西側土星西面石垣南端部

12m'(調査対象面積65nf)講董面積

謂董結累 栗石等は霞認できなかったが、赤松小学校校舎に伴うコンク リー トパイルを挟んで折れた
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胴木を2本確認した。厨木径約13cm。以前潤査した西側土塁石垣の朋木（枕木状のもの）は東西方向を向い

ていたが｀今回確認した胴木は北洒方向を1句いていた。この胴木の一部挟まれた形で細い木材が打ち込まれて

いた。この施設の性格は不明であるが、留杭であろうか。

耶扱い 出土した騎木は捐侶が著しく、復元石垣荷頂に耐えられないと判断されたため、作図 ，写

n服影の後撤去した。撤去部分には、 m材と材門・形状を合わせた新規胴木を設収した。

③ 西側漫復元 ・濯め枡設● （第34・38図、図版5)

1111童期間 平成14年5月14日~5月22日

位● 本丸西側土摂西外側木組み辺構部

1srrr 1関査対象面積s3rrr>讀董面積

調董結果 平成13年度に確認した西側土塁基底部を横断する石糾み迫構の西側延長罪に当たる。調査

区北面に東西に延びる杭木によって支持された土侑め状の2列の板が確認できた。板材上面のは祁は2.0m.

この2列の敷板の下部構迅としては特に顕抒なものは確認できなかった。敷板の,,,に、木樋の部りを転用した

と考えられるものがあった。この板材の上面の屈窃はI.Sm。この刃構の用途については不明であるが、石樋

西側延長部にあたることから、何らかの水利施設の甚礎又は作栗用足場と推定される。

耽扱い 当該箇所に設沼予定であった溜め桝の位訊を変更し、 一部の部材を除いて埋戻し保護した。

過去に木樋の部材であったと考えられる板は、取り上げ保存処理の後、佐＂凩 立佐代城本丸歴史餌で展示する

予定である．

④ 南側土塁北溜め枡設置 （第34図．図版61

調童期間

位置

平成14年5月23El

本丸南晴土塁北側

3m'(潤査対象面積!Om')調査面積

調董結果 柑伽l土摂北側の溜めます設収のための2箇所の擬削である。掘削箇所からは、コンク リー

トの括硲やコンクリ ー トプロック等が確認されただけで、江戸時代の遺構や遺物は確認できなかった。

敗扱い 遺構保存には支閃がないため、掘削後溜め桝の設ill作菜を行った。

⑤ 南側土塁南灌め枡設置 （第34図 図 版6)

謂童期間 平成 14年5月22日

位置 本丸南lllg土星雨側l

3m' (~ 査対象iliiれJOrr{J講董面積

謂董結果 この潤査地区は、平成6年腹に佐nrl, 教育委且会がトレンチ潤査を行った箇所にあたる。

潤ft地点から面濠北iillこ当たる赤石の石積が検出されており、今回の立会でもJI(西2箇所の トレンチで石積み

を確認した。

敗扱い 当該箇所に設訊する予定であった涸め桝の位ii'1を変更し、再確認された石槙に当たらない

ように位訊をずらして設敗した。検出した追構は、埋め戻し保護した。

⑥ 西側土塁西面石垣復元 （第34図、屈版6)

鵡査期間 平成1がfi6月Illil 

位置 本丸西側土摂石垣甚底部（石糾み迫構部）
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調童面積

調董結霙

2rrf (潤査対象面積7m')

西Ill!土塁石垣の石樋付近に 1石抜けていると考えられる箇所があり、確認のために調査し

た。石垣抜け邪1こ石材は確認できなかったが、石垣と平行な胴木が2本とそれにfl'(交する胴木が 1本及びこれ

らの胴木を背めるための杭が2本が確認できた。

敵扱い 確認した迫構は、復元する石垣{of頂に+分酎えられる強度を打しているものと判断された

ので、そのまま再利用した。

⑦ 南西隅櫓台北面石垣復元 （第34・35図、肉版6)

謂董期闇 平成14年 6月15日

位置

讀董面積

調董結累

本丸南西隅櫓台北面石垣基底部

15面 （調査対象面柑36m')

南西隅楕台北面中央部における石垣の有無について潤査を実施した。北面中央部から胴＊

材が出土したが、これは埋め戻しの際に投げ込まれたと考えられるもので，写其撮影後、収り上げた。北面中

央部東側に、以前確認していた2本の胴木よりも楕台内側に、もう 1本確認した。この3本の胴木のうち、両

端の胆木の切り口に刻印 （焼印）が施してあった。これらのことより南西隅櫓台北面石坦巾央には当初から石

垣・ 胴木は存在しなかったことが判明した．

取扱い 檜台復元を行う上で、強度計n上この部分に石垣が必要なため、今回新規に石垣・胴木を

設収した。胴木は旧来の材質 ・形状にならったが、石垣は新規であることが容易に判断できるよう、非復元レ

ペルのものとした。なお、新規設貿石垣は、西側土塁に被覆され、工事完成後は見えなくなる。

⑧ 冑側土塁北側携水路設■（第34図、図版7)

謂董期間 平成14年7月9日

位■ 本丸両側土塁北側緑辺部

調童面積

謂童結累

歌扱い

144m'(悶査対象面摂370m')

遺構や遺物は確認できなかった。

遺構保存には支閃がないため、掘削後緋水路を設沼した．

⑨ 胄側土塁南 ・賽1!11持水路設● （第34図、図版7)

調董IU!間

位•

調董面積

調董結累

平成14年 7月1213

本丸雨隕復元土塁束端南側及び東側緑辺部

44m'(調査対象面積150m')

東端南側の地区では被覆土中にいくつかの赤石が況入していたが、慨乱崩中であり辺構と

は認定できなかった。辺物の出土はなかった。附側土塁東側については、遺構や遺物は確認できなかった。

冠扱い 遺構保存には支悶がないため、掘削後排水路を設汲した．

⑩ 陶濠石坦内側椿水路設● （第34・39図、図版7)

調童期闇

位●

鱈董面積

調董結累

平成14年 7月18日

本丸南側源岸南北石垣部

18m'(関査対象面積85rrf)

南側復元土塁東端部付近から南へ延びる赤石石摂と、その石積み南端の隈石部を確認した。
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溺隕土星から南へ延びる盾北石れの半分からi対の部分は、赤石以外の石材を使用していたり、 石垣下より針金

が出土したことから、近代以降積み替えが行われた石積と考えられ、佐賀城に伴う迫構とは認定できなかった．

近世にさかのぽる可能性がある石垣のうち、一番麻い石の探問は3.3mである。濠と平行に東西に延びる赤石

石積は、現在設訊してある歩迅のフェンスと同じくらいの位祖で、東に向かって延びていると考えられる。

敢扱い 遺構と認定できなかった石伯部分は、慎頂工事として撤去後計画どおり排水路を設渡した．

その他の石坦は、それを損偽することのないよう埋め戻して保護し、 工事計画を変更した。

⑪ 南西隅櫓台南面帯曲綸石垣復元 （第34・35・36図、図版7)

調童期間 平成14年7月31日

位置 本丸附西隅櫓台南隕罰曲輪南面石垣

調董面積

講董結果

53m'(調査対象面積IIOrnり

南西隅椿台対但1帯曲輪前面を輻約2m、深さ約0.6m掘削した。周辺の調五箇所と同じよ

うに、 1石半下より胴水が確認できた．根石の下半分の前面には, 2m以上の幅で栗石が敷き詰めてあった。

石垣前面に胴木の背め杭と考えられる木杭が、約2.6mのIIU隔で4本確認した。

取扱い 既存0)栗石はそのまま保併し、その上に新規凍石を敷さつめる計面に変更した。確認した

胴木は、そのまま埋め戻して保存した。

⑫ 鼠の門票部地区北側厠漏設■（第34図、國版8)

鑽董期間

位置

調董面積

平成14年8月19日

蜆のI'り東部地区北側土摂i紺側緑辺部

32m'(調査対象面禎120rrf)

調童結果 鼠のf"I東部地区北側の石積みは近代以阻に作られたものであることが知られており、その

前面を爪機により、輻約60cm、深さ約40cmで掘削した。新規石損より前面約45cmの幅の部分は｀この石積

を設誼したとさの基礎砕石の闊形に含まれ、遺構は仔在しなかった。残り 15cmについては．瓦片を含む攪乱

土の状慇であり、明諒な生活面は検出できなかった.ll't乱土の整地時期については、昭和50年代に設沼された

防火水帽の設凶掘形が確認でさなかったことから、それ以降のものと推定される．

取扱い

である。

辺構と思われるものが確認できなかったことから、計面どおり排水路設府が行われる予定

⑬ 本丸歴史館票側園路携水路設● （第34図、因版8)

調査期間

位●

調童面積

鱈董結果

平成14年8月I9El 

本丸北東 ・ニの丸現（本丸歴史鮒東側園路北側）

I niコ（閾が対象面積3rrr>
附屈小学校頃界の塀と桜の木の間に排水溝を設凶できるか検討するため．人力で試掘を行

った。しかし、桜の根が多数あり僅かしか掘削することができなかった。掘削土中からは、 江戸時代の瓦片か

ら昭和のプラスティックまでが混在していた。

耶扱い 桜の根の切断により桜の杭生への彩嘱が懸念されこの陥分への排水溝設賞を断念したた

め｀遺構への影響はない。排水路は、新たに計画を作成し、その後工事立会を行うこととした。
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⑭ 本丸歴史館東側園路携水溝設● （第34・40図、図版8)

鵡査期間 平成 14ili8月29~1

位● ,t, 丸北東 ・ニの丸況 (,t,:丸歴史館東側i渭路北側）

鵡董面積

鵡査結景

42m'(関代対象而祖I15m') 

本丸と二の丸を区面していたと考えられる石垣を確認した。確認でさた石垣の一番科い部

分の探f,Iは3.8m。確認でさた石垣の［とさは⑬の潤在と合わせて 15.7mである。その石垣の11'I面には3本の水

氾管が埋設されていた。

取扱い 石坦を祖似せず、 3,1>の水辺符の埋汲掘形の範l用内に収ま るよう排水路計jjijを変更した．

6垣は埋戻し俣護した．

⑮ 本丸歴史館票flllJIII路措水溝設置 （第34図、図版8)

謂董期間

位●

謂童面積

調査結果

取扱い

平成14年8月29日

本丸束郎 （本丸屈史館東側闊路中央邪）

4m'(潤在対象面訊30m')

迫構は確認できなかった。

迫構は確認されなかったため、掘削後排水路を設収した。

⑯ 本丸歴史館賣側園路設置 （第34・41困、図版8)

調童期間

位•
講査面積

平成14年8月29日

本丸JI(部 （本丸歴史館東側1潟路）

72m'(調在対象1紺li¥120m'l

讀董結果 附屈小学校の西側塀際に、南北方向の園路を設釘iするための工事である。立会の結果、本

丸南東瑞部から赤石を含んだ3段の石栢を確認した ((ii.骰國は追構確認部分のみ）。J:2段は石材加工方法から

新しい石禎と考えられたが、 一番下の段はmilt!土摂石印と1,;J様の赤石による石積であった。この近世期にさか

のばると考えられる石坦の砧も裔い検出傑在は約3.5m。また、堀沿いの既存関路とすりつけるため、先の{i

埴以外の部分をT.1JI立会にてスロープ状に掘削した。その結果、この部分は均釘な枯性tにより造成されてい

ることが確認できた。この粘土中に小学校時代の水道管が見つかったが、粘土には明即な水辺t1設11'l掘形が見

つからなかったことから、*逍'i'.f設沼期に盛土造成されているものと推定された。この水辺管は、掘111箇所西

に隣接していた小学校ブールに伴うものであり．この盛土もプール述設時の排土を敷きならしたものと思われ

る。盛土中からは江戸時代の瓦片から昭和期のガラス瓶まで託任して出土した。

歌扱い 確認した石埴のうち、赤石部分は造成擁壁の一部として再利川することとし、現状のまま

保存される。石珂1こ部の新石は近世期の遺構と認定せず、撒去することを承認した。その他の11'!1路掘削は支m

なしとした。

⑰ 本丸歴史館東側園路設● （第34・42園、図版8)

講董期間

位置

調査面積

謂童結累

平成14年 9月3日

本丸1#東部

32而（潟査対象面積120面）

東側J',lj路整備J豆I(中に南北方向に複数並んで礎石が発見された。当該箇所は、小学校時代

に設凶されたコンクリート溝の設l~t掘形内含まれると想定していたため、エ'If立会としていなかった。 i:•Jr某
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者から連絡を受け、現地を確認したところ、祉削里面に既石の一部が露出していた。礎石全体を検出すること

は、附属小学校現界塀の直下であるためできなかったが、北側のものは可能性があるものも含めて4石で屈も

麻い襟店は北から3.81m、3.90m、3.78m、3.73m。南側のものは 3石で、うち巾央のものが赤石である。

探店は同じく 4.0lm、4.0lm、4.00m。今回発見された礎石のうち北側のものは、御差因より r手男J東側

塀に、南側のものは f長局J函西側塀に比定される。

取扱い 閑路に伴う1111知石を設凶しても、礎石は影響を受けないため伯頂に工事するよう指示した。

確認した礎石は、写其撮影・実測を行った。礎石は新規に設訂する間知石の後となるため、被覆保護される。

⑱ 本丸歴史鱚稟側園路照明灯設● （第34・42図、悩版9)

調董期間

位置

平成14年9月19日

本丸東部

Sm'(調究対象面祖9m')調董面積

調童結果 北部、中部、両部と 3箇所掘削したところ、南部の地区で、安1J1岩と赤石からなる磁石と

考えられるものが2石確認できた。東側の一石は襟瓦的には当該期の遺構と合致するが、石が小さく既石とは

認定しなかった。安山岩のものは襟窃3.78m、赤石は3.82m。この位汎も御差図から r手男Jに比定でさる。

その他からは違構は検出されなかった。

靱扱い 辺構が確認されなかった箇所は支閃なしとして、予定どおり照明灯を設切した。悦石を確

認した箇所については、 i1'1構を捐傷する ことのないよう、基礎形状を変更することとした。確認した位石は写

以揖影 ・実測ののち埋戻し保護した。

⑲ 西側土塁石樋晨示 （第34図、因版9)

謂童期間 平成14年9月19日~IO月2日

位置 本丸凶側土塁石樋部本丸側延長部

52m'{調査対象面積85m')調董面積

調董結累 平成13年度に確認した石樋は、佐釘城の土木技街を示す辺構として現地展示することとし

ており、その展示部に擁壁を設沼する掘削を工事立会にて実施した。19日に掘削を行ったところ．赤石石れの

裏栗と想定される赤石栗石層が検出された。そのため、掘削を収りやめこの巣石府の外側に擁墜を設れするよ

う計面を変更した。10月2日に改めて、赤石石肌より約 I.Sm離した部分を掘削したが、均ーな粘土が検出さ

れただけで、裏栗府を含め、道構は確認できなかった

耶扱い 変更した計酉どおり擁壁を設社した。

⑳ 本丸歴史館賽側薗路中央門扉設● （第34図、図版9)

講董期間

位置

平成1が日0月2日

本丸東部

3m'(調査対象面積6m')謂董面積

講童結累 遵構は確認できなかったが、過去の関査で近接地で礎石を確認しているため、整地府が残

存している可能性がある。

敗扱い 過去の礎石応から整地階を推定し．その上面で批削を収りやめ、基礎形状をこの範囲内に

収まるよう計画変史することとした。
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⑳ 本丸歴史館稟側園路携水路・電気管設■（第34図、図版9)

鱈董期闇 平成14年10月2日

位● 本丸東部

30m'(調究対象面積IOOniり謂童面積

調童結累

既扱い

遺構は確認できず、 遺物も近世から現代までが混在する状態で出土した．

遺構は確認されなかったため、掘削後工事を施工した。

⑫ 馘のr,稟側門扉設置 （第34・40図、図版9)

調童期間

位置

平成14年JO月2日

本丸北東部 ・ニの丸現

3rrf (調査対象面積6m')調童面積

調童結累 鯰の門束側の束側園路からの出入ための仮,,,扉の設渥予定箇所の掘削を工事立会にて行っ

た。この部分は，⑭の立会で確認していた本丸と二の丸とを区酉する石垣の裏栗府の部分にあたる。裏栗層上

面の攪乱廣を惧頂に撤去したところ、石垣の裏栗幅が2.8m(約9尺）であり、西llliJ石垣の裏梨層と同等の裏

栗幅であることが判明した．

取扱い この調査により、現況地盤面から0.4m騒削したため、 遠構保護層を考慮し、基礎深さを

地盤面マイナス35cmとなるよう計画変更した。

⑳ 鼠の門賣側園路エ （第34・40図、図版9)

調童期間 平成14年10月2日

位● 本丸北東部 ・ニの丸坦

調董面積 3rrf (調査対象面積6m'J

謂董結景 本丸と ニノ丸を区画する石垣（⑭立会）の南端形状を確認するため調査を実施した。その

結果、新たに石坦の石が3石検出され｀それより先は均ーな粘性土になっていた。先鉗の石材は隅石状をなし

ており、この部分が石垣の終端であることが確認された。

敢扱い 今後の工事計面を策定するに当たって、この地点より北側については取扱いを慎重に行う

ことにした。

⑭ 櫓台東側醗面石垣復元 （第34・35図、図版10)

鯛董期闇 平成141¥10月15日~16日

位● 本丸南西隅櫓台束側、櫓台と本丸南土塁1ll1の雨面石垣

講童面積

調董結累

IOm'(調査対象面摂30m')

想定石坦ラインは、赤松小学校体百館の建設及び撤去により、徹底的に破蝦されており石

垣の形状はおろか、存在の有無さえ確認でさなかった。さらに、既存石坦の下郁を潤査したところ、現状）段

目が根石であり、根石下には胴木等が存在しないことがわかり、この石垣は胴木なしでも安定する高さしかな

かったことが明らかとなった。ただし、栴台の胴木が確認された窃さぐらいの地点から杭が何本か検出 された。

また、その中には胴木前面を留めるために使用する杭と問等の大ささのものが 1本あった。この石垣の石さに

ついては、文献資料から標硲5.15m、土塁天端高は襟潟6.15mと推定される。

取扱い 今回の調査結果を基に、想定される石垣を復元する形で工事計画を変更することとした。
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⑮ 櫓台西側帯曲輪復元 （第34・35・43図、図版10)

調董期間 平成14年 10月31日~II月7日

位置

謂董面積

謂董結累

本丸南西隅櫓台西IJIIJ及びその22m北側部分

40m'(潤査対象面股170m')

西隕石垣西の術曲輸形状を確認するため、櫓台州側とそれより22m北側部分に関査区を設

定し、確認調査を行った。その結果、櫓台西側では南堀に面した赤石積み石垣と本丸西堀に北面する石垣が存

在した可能性を示唆する阻木、及びこれらより時期的に先行した形状を示す梢物材料の堆積を検出し、西側石

坦発掘区では同様の形状を示す植物材料の堆積を検出した。これらの遠構を測旦したところ、「佐沢城分間絵図J

に描かれた帯曲翰{(/.ii'Iと整合する要素が見られるため、荀曲輪については以下の方針で整備を行うこととした。

（ア）今回の閥究により、 ［佐双城分間絵図」が土摂外側の施設も含めて位柑情報を比較的正確に示している

ことが確認された．

（イ）よって、形状は「佐賀城分間絵図」を根拠に位滋を決定する

（ウ）しかし、大部分が未調査であるため復元レペルの整備とはせず、堀の痕粉を表示する程度に留める。

（エ） 石垣や土星等の復元 レペルの整偏と異なる整傭であることを明記する。

一方、赤石積み石垣については、位れ及び形状を示す情報が得られたこと、さらに石垣材料（赤石）が復元可

能な数lit分残存していたことから、復元レベルで整絹することとした．

耽扱い 今回の調査結果を括に、工事計j目を変更することとした。

⑯ 二の丸便益施設設置 （第34・44裂、因版10)

調董期間 平成15年］ 月6日

位■ 二の丸鰻のl"I北側地区

講董面積 140m'(閾査対象面b'l870m'l

鱈董結果 ニノ丸公衆便所設沼邪分は、過去にここに存在した施設により大半は破壊を受けていたが、

一部に礎石があったと考えられる痕跡が確認できた。 この根跡は~~o紅りである粘土＂を掘り込み只砂を入れて、

その上に川原石を敷き並ぺて根石としたもので、場所によ ってはIll原石は霞認できず真砂による基盤遠構のみ

が確認できた坦所もある。これらの碇石跡は、南北方向、東西方向共に 111りの間悶で3列に並んで、 5箇所か

ら検出された。（北側の列の西熔に 1箇所、具ん巾の列に3固所、函側の列の東蛤に 1箇所）

霞石跡の検出痕跡の探店は3.0~3.Imである。礎石跡以外に、瓦が大量に重なり合った場所も検出された。

耶扱い 確認した俎構を保存するため、公衆便所設ll'I位れを西に移動させた。確認した辺構は、写

nllil影・実測を行い、埋戻し保護した。

⑰ 西側土塁外濯め枡設置 （第34因、図版10)

調査期間 平成15年 ］月 15日

位● 西膳土塁外Ill!石樋西延長部付近

2m'(潤査対象面摂!Om')調童面積

躙董結暴 西側土提石JI!の石樋西延長部付近に溜め枡を設四するための掘削を工ぷ立会にて実施し

た。溜めます設訊予定箇所から木材等が出土したが、構造物を形成しているのではなく 、以前況であった所に

投げ込まれたものと考えられた。よって、遺構とは認定しなかった。

取扱い 木材を撤去し、計画どおり溜めますを設れした。
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@ 御座闇爾側樹木移樋 （第34・42図図版10)

謁董期間 平成15年 1月I5EI 

位● 御姪間南側

謂童面積 170m'(潤査対象面槙300m')

調董結暴 御.ffilllll紆側の移植予定樹木周辺及び雨llli土星面東部の樹木移楢箇所の掘削調査を行った。

そのうち 1箇所で礎石があったと考えられる痕跡が確認できた。この礎石痕跨は、御差図では r奥御寝所」涸

側に位沼する。また、御座間1絹の潤査では赤石の列石を確認したが、この迫構の性格は不明である。最店所の

標益は3.77m。南軋9土塁南東部の関査箇所では迫構は確認できなかった。

敢扱い 唸石扱跡に隣接する樹木は、移植を取りやめ伐採することにし、 Jl'I構への影響を回避した。

雨鵠土塁栢東部の潤査箇所については、慎頂に移捐を行うよう指示した。

⑳ 櫓台西側帯曲輪復元 （石垣解体復元）（第34・35図、図版10)

謂董期闇 平成15年 1月21日

位● 本丸雨西隅櫓台西側鞘曲輪

調董面積 6m'(調査対象面積20m')

讀董結累 櫓台雨側楷曲輪赤石石校の解体調査を行った。積み直し対象の10石を解体したが、根石に

使用されていた石材は、上部に使用されていた石材に比ぺて、 2本の胴木に架けるため、奥行きが長いものを

使用していた。石垣の裏栗材として、加工中に不要になったと考えられる石材や欠片等が使用されていた。赤

石石積の下から出土した朋木は2本で、奥の胴木は径約15cm、手前の胴木は径約10cmと今まで検出されたも

のと比較すると細く、共に途中で折れていた。奥の胴木には、 2本の胴木を繋ぐために使mしていたと考えら

れる角材が剌さっていた。細い材にこのような細工を施していたことが、胴木の破嬢を促進させた要因の 1つ

として考えられる。また、小学校時代の体行節の廷設・解体に伴う外力により、破壊された可能性が窃い。

覇扱い 解体した石材はそのまま再利用可能なものであったので、 元どおり復元することとした。

奥の胴木については、捐伍が抒しいため新規材と交換し、交換した胴木は衷栗部分に埋設保存することとした。

確認した這構については、 写Jl撮影・尖測を行った。
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響... 
・ー・＂② -1 

③ -1 西側土塁外側木組遺椙 （北から）

i. 
① -2 南憫土塁赤石栢 （西から）

"'・ ．、~.~ 一

留め杭状遺構 （北から）

図版5 佐賀城公園整儡叩業工m立会筍(1)
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④ -1 南憫土塁北溜め枡設置調査状況 ④ -2 南憫土塁北溜め枡設置部掘＇ ）上げ状況

｀ 
~,,;,~: ず~;.,,,'"'汽'\~;•― 

⑤ -1 南憫土塁南溜め枡西側設置部石垣 （南東から） ⑤ -2 南OilJ土塁南溜め枡東測設置部石垣 （南東から）

⑦ -1 南西隅櫓台北側胴木 （西から） ⑦ -2 南西隅櫓台北側胴木刻印

図版6 佐賀城公園整備事業工軍立会等(2)
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••一 しか，“

⑧ 南1llり土塁北測排水路立会 （東から）

;:o<,_ヽ ・ . ~ 
,, ~ 竺 ＿ー n、," ,,.,. 

同南北石垣南端隅部 （南から）

“← ··~ .... 
—公公迎-炉-~
⑨ 南憫土塁南側排水路立会 （東から）

⑪ 南西隅櫓台南帯曲輪南面石垣留め杭 （南から）

図版7 佐賀城公園整債罪業工扇立会筍(3)
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図版8 佐賀城公園整備甲菜工!JJ立会等(4)

-77 -



＂ 

月”―

噸
⑲ -2 西側土塁石樋裏栗石 （南から）

——— 
'. 
ヽ

⑲ -3 西憫土塁石樋展示邸追加トレンチ （西から）

雨門扉・北門扉（東から） 四 鯰の門東測石垣南蝸 （南束から）

図版9 佐笈城公園整傭事業工事立会等(5)
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• 

R 南西隅櫓台東側杭検出状況 （北から）

“̀ 

⑮ -2 南西櫓台西側帯曲輪胴木 （南から）

図版10 佐賀域公園整偏事業工事立会等(6)
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(2)川副町

講董対象地区名

謂査対象地所在地

鵡査対象面積

講董担当者

ば壮り付け替え工!JI)

講査期間

恥防改良J:lJI三頂津地Ii<

佐rim孔~llt>JII湖町大字印恥[

0.88ha 

川湖町教科委且会 ,;~ 内箔輔

平成14年 II月617~1lfl18日

調査対象地区の立地 今回の濁代地は、佐買藩ifi/11!所

跡の所在するiii!JII敷沿いの堤防の内側、佐U藩海11暉

跡4区 ( lll 'i!il面病院）の南側の地点に位•'lしている．

51和の潟社で船災がこの地域に延びている可能性があ

り．また海）μ所に伴う氾構がi祈化するUJ能性bあると

判隊し、確認潤在を行った。r.tr:;は約3mである。

闊辺の遺跡及び遺跡の内容 汎．在地と災防を挟んで東

側の河川敷には佐鉗藩海軍所跡が所任している．現在
第45図

までの.;II丘で、船染、製鉄関連辺横、辺成盛 I:、盛I:」関連迫構亨確認されている。

讀査方法 掘削機及び人力をJI]いた試掘Jj(による潟在。

講童内容 トレンチを6箇所設定し、潤在を行った。 1トレンチは潟rt区の,w瑞に設定し、 6トレンチを北瑞

に設定した。 1トレンチからは、抗を3本検出したが．近世の盛土は確認できなかった.2、31・レンチから

は、それぞれ土坑l駐を確認したが.lli1削したところ近代の辺物が出J:した。また、近世の盛J:は確認できな

かった。4トレンチからは土Jj(3基、溝状迫構造成盛土を検出した。辺物は近代の辺物がIll土した。 トレン

チの中央部は大さな困乱をうけていた。5トレンチからは l:li(2駐、埋甕 I!ふ性格不明辺構を Iti検出した。

また、辺成盛土辺構を検出した。追物は近世の凶磁沿類がコンテナ 1箱程Ill土した。6トレンチからは杭跡を

多litに確認できたが、検出面からは近代の限臓ll'&頬が近世の辺物と此ざつてIll-I:した。

所見 ・その他 今回の関れで、 4・51、レンチで近世）即1の迫構を確認し．辺跡の1祈任を確認した。

第5トレンチ全尿 埋甕確認状況

図版11 Ill副町：遷防改良工事三重津地区確認調査

-80 -



A
 

______ -ミ、こ`こご`こ-------

箋，ヘ

・a.93 ． 

． 

.~)'!. 

ヽヽ

。

3. 釘

•3.32 

5.0m 

第46図 Ill副町 ：堤防改良工事三重津地区トレンチ配●図

-81 -



（光ケープル埋設工事）

鯛童期闇 平成14年12月25日~12月30日

躙童対象地区の立地 今回の調査地点は、平成13年度の河川敷確認潤査で遺跡が南側に延びるのが確認されて

いたため、調査対象とした。憬府は約3mで、現況は荒蕪地であろ．

鯛童方法 掘削機及び人力を用いた試掘坑による調査。

鯛董内容 試掘坑を8箇所設定

し調査を行った。 I・2トレン

チは、造成盛土が確認された．

時期は、江戸時代末期のものと

思われる陶磁器類が出土してい

るため、海軍所時代とほぼ並行

する段陪。また、廿灰色粘質土

廣からは．杭列が検出できた。

しかし、柱穴等の遺構は検出で

きなかった。3~5トレンチは

調究区南瑞に設定した。土層の

状況から、近 ・現代に盛土され

たものと判断した。6トレンチ

からは、造成盛土の落ちが確認

できた• 7・8トレンチからは、

造成盛土が確認できた。商船学

校時代の造成面も確認できた。

ただし遺構は検出できなかっ

た．

所見 • その他 今回の調査で

は、柱穴等の遺構は確認できな

かったが、海iii所の辺成範囲が

確認できたのは大きな成果であ

った。
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第47図 川副町：三重津地区（光ファイバー設置） トレンチ配置図
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第48図 三重津地区 （光ファイバー設置工事） トレンチ土層図
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(3) 東青娠村

講董対象地区名 水路付け行え工事辛

上地区

調董対戴地所在地 束布樹村大字大011

調董対象面積 0. 05ha 

讀童担当者 束行扱村教育委U会

河野道介

鱈董期闇 平成 I5年3月25日

~3月261'1

調董対象地区の立地 潤査地は周知の埋蔵

文化財包蔵地外（長谷辺跡の束方）であり、

行掛山地の南麓財部を南流するIll手/IIによ

って形成された谷水田に位沼している。探

店は約 16.5mで、全体的に平坦な地形と

なっている。現況は荒地であるが、以前は

水Illとして使mされていたよ うである。

閾辺の遺跡及び遺跡の内容 周辺の辺跡と

しては、潤査地の南方約600mのl1l手川沿

いの地点で、近世の溝跡や陶磁器片が確認

されている。この地点は、巾近世の生産氾

跡と考えられている大1111ニノ坪迫跡の北'Ii

に位取する。

躙董方法 3mX)Omを碁本とする試l¥ijJj(

を3ヶ）所設定し、重機にて表土を除去した。

人力により迫構の精介を行った後、 写其等

による記蘇を行ない、頂様により埋め戻し

てIEI状に復した。

講董内容 迫構・ 迫物ともに確認できなか

った。

所見•その他 遺跡の存在は確認できなか

った。

第49図

． 

16.6 .... .... ... 
;,_ . ..-

,.、-
第50図 東脊振村：辛上地区トレンチ配置図
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III. まとめ

平成14年度に実施した確認潤査の結呆等については表2にまとめた。ここでは確認された辺構を時代ことに

総括しておく 。

縄文時代に属する時期のものとしては、多久市西多久（捐岡）で小穴群が確認できた。J,'f悼市半lll・ 字木地

区ではこの時期に屈する辺物が出土している．

弥生時代の辺跡としては．上昨町上峠地区で甕棺茎からなる笙地が確認された。この地点は坊所丘陵の緑辺

に当たるが、この丘駿上ではまとま った弥生時代集落が確認されており、この地域の拠点的な集落である可能

性がある。今回確認された甕棺洪地は、これまで周辺でも甕棺梨の閃森が行われており、この地区が弥生時代

の磁地であったことを炭付けるとともに｀その広がりを確認することができた。そのほか、厳木町柳地区・ /,If

棲市半ft!. 宇木地区では弥生土器片の出：tが確認できた。特に柳地区での出土は、この地区周辺に弥生時代の

辺跡が存在することを示す資料として興味深い沢料である。

古れ時代の這構としては｀束脊扱村罷拝地区の群集項がある。この古l.ll群そのものは計雨地にに近接するも

のであったが、 一部エl!S/TI迅路による影響が懸念されたが、計画変更により俣存を図ることができた。一部地

区内にこの古収群と関連すると思われる追物の出土を確認することができた。そのほか、 flllll市半田 ・宇木地

区でもこの時期の違物の出上を確認している．

古代～中世に属する遺跡としては、今回明確なものは確認されていないが、厳木町柳地区等で土甜片の出土

を確認している。

神埼町仁比山護国・寺跡は、中世寺院跡として知られている地区で、現在名勝 「九J固庵」に指定されている。

この庭蘭の池について漏水防止事業が実施されることになったため確認躙査を行ったが、護国寺関連の辺構は

確認することができなかった。

多久市山口地区は従米居氾焼窯跡であるn麗窯跡が付近に知られていたが、現在走っている国道建設により

破壊され、その実態はほとんど不明であった。今回の確認関．在で、窯本体は確認できなかったが、多足の辺物

が出土し、この窯跡が初期古/Ji津の優品を焼成した窯跡であることが確認できた。

中原町九千邪貨断線では去年とりIJ地点で、 Ill辺の存在が確認でき冑磁片の出土が確認できた。これはこの道

が古くから使われていたことを示すものであり、又辺そのものも数次にわたる造成・改変が行われていること

が確認できた。

JII讃町三頂沖地区については、堤防本体の改築に伴う確認躙査を行ったが、迫構が堤防l'-11111にも広がってい

ることが確認できたほか、 三頂津洞軍所附側の施設本体から離れた地区も近世・近代の造成が行われているこ

とが確認できている。
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